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5 STAR AIRLINE 


空を旅するすぺてのお霉 

今日も AN A は已つ星のサー睦璋弯^ 
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英国のエアライン格が機関 SKYTRAX 社が主宰するエアライン’スターラシキングで 
4年連続、世界最高評価 「5 STAR 」 を獲得。 ANA は日本で唯一の5スターエアラインです。 


A STAR ALLIANCE MEMBER 、、ろ 


www.ana.co.jp 
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巧がハンドボール！ 
子どもたちのホ来に向けて 



公益財団法人日本ハンドボール協会副会長兼専務理事 蒲生晴明 


本年目月26日に開催されました当協会評議員会-臨時理事会にて、副会長兼専務理事を拝命いたしましたこ 
とをご報告申し上げます。渡辺会長のもと役職員の皆さんと一緒にハンドボール発展のために専ム致しますので、 
ご指導、ご鞭攫をお願いします。 

さて、この原稿を書いております本日、リオデジャネイロオリンピックの開会式が盛大に行われております。 
日本選手団の堂々たる入塌行進を目の当たりにして、我がハンドボール競技日本代表チームが出場していない現 
実に淋しくも悔しい思いで胸が痛みます。ごを知のとおり、日本のハンドボールは男子が1988年ソウル五輪、 
女子が1976年モントリオール五輪を最後にオリンピックに出場しておりません。しかし、2020年東京ホリン 
ピックでは、開催国として男女とも出場することが約束されています。私たちはこの好機に、日本のハンドボー 
ルを再び世界の舞台で活躍する競技へと飛躍させるべき使命を帯びていると感じています。 

半世紀前の東京オリンピックは、日本のスポーツ界にとって大きな歴史的転撰点になりました。当時、東京- 
府中市の野球好きな小学校日年生だった私は、マラソンの折り返し地点近くで優勝したアベべ選手の勇姿を見 
て熱い感動を覚えました。体操の遠藤幸雄選手、日本女子バレーボールチームの活躍、柔道•神永選手とへーシ 
ンク選手の熱戦など、子供ム、にスポーツの素晴らしさを実感したのです。私が本格的にハンドボール競技を始め 
たのは中央大学付属高校に入学してからのことでずが、あの時の東京五輪の感動がなければ、これほどスポーツ 
に、そしてハンドボールに青春を賭けることもなかったかもしれません。また、素晴らしい指導者に巡り合った 
ことで、ハンドボールに巧ち込み、世界の舞台で競技することが実現したのです。 

私はその後、プレーヤーとしても指導者としても、また協会のメンバーとしても、長年にわたってハンドボー 
ルに関わることになりますが、その原点は東京五輪であり、高校のハンドボール部との出会いであり、一言で言 
い表せば「感動」であったと思います。 

2020年東京オリンピックまで残された時間はあとわずか4年間しかありません。その道のりの中、女子日本 
代表チームが、アジア選手権で2017年の世界選手権出場権獲得にチャレンジ。男子日本代表チームは、既に 
2017年世界選手権に出場を決めています。ともに活躍が期待されるところです。 

さらに、1997年男子世界選手権を開催した熊本で、2019年に女子世界選手権を開催します。日本協会は熊 
本の関係者の皆様とともにその成て力に向けて万全の準備に当たります。 

東京オリンピックへの過程で、一つ一つの関門をクリアすることによって、日本のハンドボールは底力と体力、 
自信をつけてゆくと確信しています。 

日本のスポーツ巧は、202日年まで国を挙げての強化に取り組み、ハンドボール競技も満足できる結果を出せ 
るよう全力で取り組みます。しかし、私たちにとって、来るべき東京五輪はゴールではなく一つの通過点です。 
本当のゴールは、2020年政降のオリンピック、世界選手権に常時出場し、メダルを獲得することだと考えてい 
ます。私にはいつも、子どもたちの顧が目に淳かびます。夢中で大好きなハンドボールに打ち込む子どもたち、 
彼らの憧れの選手たちが世界の舞台で大活躍する、子どもたちは精一杯の声操を送り、自分たちも世界を目指し 
てゆく。そんな光景です。 

現在のハンドボールを取り巻く環境は大変厳しいものがあります。そして、メダルに向けて課題も山積してい 
ます。しかし、諸先輩が築き上げてこられたハンドボールの歴史と伝統をさらに進化させることが我々の使命で 
す。そのために、渡辺会長のもと役員•事務局•関係者が大目標実現に一丸となって取組みたいと思います。「夢 
は見るものではなく、実現するものである。」と思っています。 








開催地：韓国-ソウル V 

を場名： SK オリンピック M ンドボール体育館 
日時： 2016年6月25日出 


参加報告 


2016年日韓定期戦を終えて 


本年度の日韓定期戦は、6月2日日（±)に韓国■ソウルの SK 
スポーツホールにて開催されました。私は団長といラ役割と強化本 
部長という立場で男女代表チームに帯同させていただきました。 

男子代表チームは、1月の男子アジア選手権で指揮を執ったアン 
トニオカルロスオルテガペレス巧；（スペイン）と2017年1月 
の男子世界選手権（フランス）までの契約を再度締結し、6月2曰 
から強化合宿を実施して日韓戦に臨みました。 

女子代まチームは、ウルリックキルケリー氏（デンマーク）と 
2020年東京オリンピック終了までの契約を締結し、2019年熊本 
世界選手権- 2020年ま京オリンピックを目指して6月15日から 
強化合宿を実施して日韓戦に臨みました。 

チーム編成は、男子代表チームは1月の男子アジア選手権で第3 
位になったメンバーを中むに志水*ル塩-山田を加えての編成とな 
りました。女子代表チームはリオ世界最終予選の^ンバー永田■塩 
田.横嶋お-池原•原-川村-白石を中/こ、に201日年ユニノくーシア 
-ド代表に加え、ジュニア代表選手での編成となりました。同時期 
に世界学生選手権が開催されたこともあり、世界学生選手権出場条 
件をクリアしている選手については実戦経験を多く積める機会であ 
ると考え、世界学生代表メンバーとして選出しました。 

男女代表チームは試合前日の24日（金）に韓国•ソウルへと移 
動しました。現地到着後、コンディション調整を行い、翌日の試合 
に備えました。私は団長の職務として夕刻に実施されたテクニカル 
ミーティングに参加しました。韓国八ンドボール協会の進行のも 
と、テクニカルデレゲートとして国際八ンドボール連盟より派遣さ 
れた MONIKA HAGEN 氏とレフエリーとして招聘された PETER 
KR に T に氏 -NENAD WUB に氏（スロベニア）から試合進行上の 
注意と新ルールについて説明がありました。 

テクニカルミーティングは英語と韓国語で進行され、日本チーム 
にがしては通訳を介して韓国語から日本語に通訳していただく形で 
した。今回の代表スタッフは、語字力もあり通訳なしでも理解する 
事ができ、国際連盟-韓国協会のメンバ'-ともコミュニケーション 
が取れていました。大会等でチーム付き通訳には、ハンドボール競 


団長田口隆 


技に関しての知識がない場合があります。その場合、説明内容が上 
手く伝わらないケースがあったように記憶していまず。いつもなが 
らですが、今回も世界の八ンドボールの仲間と円滑なコミュニケー 
シヨンを図り、あらゆることで日本チームの優位性を維持するたゆ 
には、ある程度の語学力は必須であるといラことを改めて感じた次 
第でした。現場スタッフの方々には八ンドボールの専門的な知識を 
磨くことに加えて、コミュニケーシヨン能力を磨くべく語学力もさ 
らに磨いていただきたいと思いました。また、大会運営に関しても 
テクニカルデしゲート及びしフェリーの国際連盟からの招聘につい 
てち、 2019年- 2020年を考えた時に日本国内での国隙大会の開 
催時には、日本という国*日本の八ンドボールを世界の仲間に知っ 
ていただく絶好の機会と捉え、積極的に招聘していかなくてはなら 
ないと強く感じました。来年度の日韓定期戦は日本開催となるので、 
この辺りについても積極的に活動していきたいと思います。 

上記のよラな世界の仲間を日本の八ンドボール界におり込んでい 
く先には、代表チームのさらなる強化があります。今回の日韓定期 
戦では、男子代表チームは後半の勝負所での失速があり、課題を残 
しました。来年1月の世界選手権では強豪国相手にもスキのないチ 
ームへと蛮親しなくてはなりません。女子においても、前半でのノ 
ーマークシュートの精度が悪かった点、後半のスタミナ切れ等課題 
が山積みですが、12月のアジア選手権（世界選手権予選）も迫っ 
ています。一つ一つ課題を明確にして、その課題克服に向けて取り 
組んでいかなくてはなりません。試合後、男女両チームともスタッ 
フと選手でミーティングを実施して、問題の顕在化に努めている姿 
がありました。当然ながら誰一人満足している顔を見せる者はいま 
せんでした。このよラな姿勢が将来の日本の八ンドボールを変える 
ものと信じたいと思います。 

最後に、日韓定期戦に際して選手を派遣いただきました所属チー 
ム関係者の皆様、現地曰本国大使館から応援に来ていただいた園田 
様-禮田様をはじめ会場で応援いただきました皆様、インターネッ 
卜中継で応援いただきました皆様、その他多くの皆様方のご支援- 
ご配慮*ご声援に感謝申し上げ、報告とさせていただきます。 
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日韓定期戦 2016 

2016 JAPAN KOREA HANDBALL SUPER MATCH 


累子 


女子 


男子 

強化本部長 
監督 


日本24 (13 —14,11-15) 29韓国 
日本17 (10 — 16, 7-21) 37韓国 

選手団名簿 


女子 


田口隆 


Nemes Roland 


コーチ 
コーチ 吉村晃 
GK コーチ 化林健治 
ト レーナー 寺尾邦仁 


分析 

統括 


永野翔太 
田中茂 


信太弘樹 
植垣健人 
志か孝行 
元木博紀 
小室大地 
高智海吏 
甲斐昭人 
を原謙哉 
9渡部仁 
10久保俺を 
11加藤富± 
12東江雄斗 
13成田幸平 
14銘巧淳 
15山田年也 
16小塩豪紀 


所属 ■ 

役職 

名前 

戸斤属 I 

(公財）日本いンドボール協会 

強化本部長 

田口隆 

(公財）日本ハンドボール協会 

(公財）日本ハンドボール協会 
(公財）日本ハンドボール協会 

統括 

栗山雅倫 

(公財）日本いンドボール協会 
ま'海大学 

筑波大学 

監督 

ウ J レリックキルケリー 

(公財）日本ノ\ンドボール協会 

(公財0日本ハンドボール協会 
豊田合成 

GK コーチ 

化野香代 

(公財）日本ハンドボール協を 
六角橋中学校 

(公財）日本ハンドボール協舎 
都城工業高校 

ト レーナー 

高野巧俊也 

(公財）日本いンドボール協会 
(一財）日本予防医学協を 

(公財）日本 A ンドボール協会 

分析 

嘉数陽介 

(公財）日本ノ、ンドボール協会 

ながい接骨院 

(公財）日本ハンドボール協会 

通訳 

高橋豊樹 

(公財）日本いンドボール協会 

筑波大学 1 

名前 

所属 

出身校 

(公財）日本ハンドボール協会 

1 塩田 

沙代化國銀行 

高松商業高校 


大崎電気 
大崎電気 
湧永製薬 
大崎電気 
大崎電気 
卜3夕車体 
トヨタ車体 
卜3夕車体 
トヨタ車体 
大同特殊鋼 
大同特殊鋼 
大同特殊鋼 
ミ勇を製薬 

Mezokovesdi KC ( HUN ) 
卜3夕自動車ま日本 
豊田合成 


日本体育大学 
大阪化育大学 
大阪体育大学 
曰本体ち大学 
日本体育大学 
大阪か育大学 
曰本体育大学 
東海大学 
日本大学 
筑波大学 
愛知大学 
早稲田大学 
大阪体育大学 
筑波大学 
早稲田大学 
中京大学 


2永田しおり 
3横嶋彩 
4池原綾香 


6 女倍十夏 
7網谷涼子 
8川村杏奈 
9田中茜 
10白石さと 
11を田美香 
12藤田明日香 
13巧原畑祐モ 
14青麗子 
15渡部真綾 
16勝連智恵 


オムロン 
北國銀行 

兰重バイオレットアイリス 
兰重バイオレツトアイリス 
ソニ-セミ]ンダクタ7こユファクチヤリング 
ソ ニ -セミ]ンダクタにュファクチャリング 
ソニ-セミ]ンタ‘クタマこユファクチヤリング 
飛牌高山ブラックブルズ岐阜 
オムロン 
化國銀行 

に-セミ]ンダクタに1フ7クチャリング 

筑波大学 

筑波大学 

東海大学 

オムロン 


福岡女子商業高校 
環太平洋大学 
日本体育大学 
日本体育大学 
筑波大学 
筑波大学 
まお大学 

東京女子体育大学 
東京女子体育大学; 
四天王寺高校 
四天王寺高校 
伎成女子高校 
白梅学園高校 
小松ホ立高校 
宣真高校 


日韓定期戦報告 


去る目月24日に韓国-ソウル市 SK ホールで201目年日 
韓定期戦が開催されました。日本男子代表は、1月に行われ 
た第17回男子アジア選手権にて、カタール、 バーレーンに 
次いで3位となり、アジア代表として2017年1月にフラ 
ンスで開催されます男子世界選手権の出場権を得ています。 
このアジア選手権予選グループ初戦の相手がライバル-韓国 
でした。新生-オルテガジャパンはこの韓国戦に2目年ぶり 
に勝利し、勝った勢いを維持したままアジア選手権を勝ち抜 
くことができました。逆に韓国は、日本に負けた政降も最後 
まで調子が上がることなく、目位という成績で大会を終了し 
ました。 

韓国は、ホーム開催の日韓定期戦で日本に連敗できないと、 
ベテラン選手をチームに再合流させ、4月から合宿を行い、 
この大会に臨みました。一方、日本は、目月2日よりカルロ 


受モ代表統括田中茂 

ス•オルテガ監督のもと、代表合宿に入り、日韓定期戦に臨 
みました。その内容についてご報告申し上げます。 

1. げ表合宿 （6 月2日〜23日）での取り組みについて 

はじめに、この合宿から全ては世界選手権に向けて取り組 
んでいくことの確認を行った上で、前回のアジア選手権での 
試合内容分析結果を元に、今後日本が強化し、取り組んでい 
かなければならない重点項目についてトレーニングを行って 
きました。 

-目-日 DF の精度をさらに上げること。待つのではなく攻めて 
いくこと。 

-新しい日-： IDF システムを取り入れ、その精度を上げること。 
•7 人攻撃の確立（戦術理解） 

- OF 戦術のレベルアップ（スピード.タイミング•狙い） 







上記は、日韓定期戦に向けた特則なが策ではなく、世界選 
手権に向けた重点強化項目としてトレーニングを行ってきま 
した。 

2. 日韓定期戦に向けたメンバー構成 

アジア選手権に参加した;^ンバーから、木村、±井、徳田 
がす参加となったため、新たな選手として志水、山田、小塩 
を招集、日韓定期戦に臨みました。 

3. 日韓定期戦を終えて 

試合内容については戦評等でご確認頂くこととして、代表 
合宿故降に取り組んできた内容とその結果について記述致し 
ます。 


まず、目- ODF システムについては、試合の中盤から CB に 
本来は PV のパクが位置したことで、 PV を警戒し中央から 
ミドルを打ち込まれるシーンが多く、得点を許してしまいま 
した。重点的にトレーニングを行ってきた「攻めていく DF 」 
でしたが、選手の思いっ切りが欠けていたり、全体のタイミ 
ングがずれていたりで、今後の課題として残りました。ただ、 
日本が新たに取り組んできた日- 1 DF へ変更し、韓国の攻撃 
に対応する戦術は今回行いませんでした。 

7人攻撃は、どれだけ選手が戦術を理解し、今後の実戰で 
日本の武器としてどの程度通用するかをトライし、感触をし 
っかりとつかむことができました。 

OF 戦術のレベルアツプについても、戦術的には攻撃が成 
立、成巧確率の高いポジションからのシュートで得点も挙げ 
ているが、最後のノーマークや決めなければいけない場面で 
のミドル等の精度が、まだまだ満足のいく結果とはなってい 
ませんでした。このため、後半に得点が取れなかったのが敗 
因となってしまいました。 

4. 今後の取り組みについて 

日韓定期戦試合終了後のミーテンングでは、試合での敗因 
を徹底して分析し、個人のシュート等に関しては、テクニツ 
クも必要であるが、力強く打ち込むことが課題として挙げら 
れました。今後の取り組みとして、カタール遠征、第兰次国 
内強化合宿、ヒロシマ国際、大分親善試合、欧州遠征と、休 
む間も無く世界選手権に向けた強化が進んでいきます。今回 
見つかった課題、また新しい戦術への取り組み等、世界選手 
権に向けてやるべきことはたくさんありますが、選手のモチ 
ベーションの高さを今後も維持していき、チームー丸となっ 
て強化していきたいと思います。 

最後になりましたが、代表合宿に常にご協力頂いておりま 
す選手所属チーム、並びに協会関係者の皆様にこの場をお借 
りして感謝申し上げます。ありがとうございました。 


日韓定期戦を終えて 


今回の日韓定期戦に向けては、1月に行われたアジア選手 
権の戦い方をベースに、来年の世界選手権を見据えた新しい 
戦術も試しました。結果は24対29で敗れましたが、新し 
く加わった^ンバーも含めて、アウエイでの貴重な経験を積 
むことができました。 

韓国のメンバーがアジア選手権の時からリオ五輪予選の時 
のぺテランメンバーを呼び戻して4月から合宿を組んでいた 
こと、アジア選手権で日本に26年ぶりに敗戦し、連敗はで 
きないというプレッシャーの中で、会場を埋めるほどの観客 
動員をしてこの試合に強い気持ちを持っていたことも伺い知 
れました。 

そういう現状を鑑み、韓国の雰囲気に飲まれてしまった感 
もあり、アジア選手権の時とは違うチームのようなパフオー 


男子代表キャプテン甲裴昭人 

マンスになってしまいました。しかしながら、敗戦したその 
日のうちに試合の映像を全員で確認し、できたこと、できな 
かったことを認識したことで、このチームはより良くなって 
いくという確信を持つこともできました。 

課題はまだまだありますが、個人として、チームとして、 
より改善し向上させていくこと、そして結果を出すことが代 
表チームに求められていますので、引き続き可能性を信じて 
取り組んでいきたいと思います。 

最後になりました が、 平素より代表チームを応援し、支え 
て下さっている皆様にお礼申し上げるとともに、日本中のハ 
ンド ボーラーが 憧れる集团、魅力的なチームになれるよう精 
進してまいりますので、今後も代表チームの活動に注目頂き、 
応援して下されば幸いです。 
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選手団代表福地賢介 


はじめに、今大会での特筆事項として、女子チームが合宿 
地の関係で、関西空港発イスタンブール経由スペイン•マ 
ラボ空港の往復フライト利用であったため、大会期間中の7 
月29日にイスタンブール空港近くで起きたテロ事件で帰途 
の便が危惧されたことであった。 JHA 田中茂氏が7月1日 
に帰国予定であったので、イスタンブール空港の状況を確認 
してもらい通常運行との連絡を受けて、関係者の方々にふ配 
を戴いたが無事帰圃出来てほっとすると共に、あらためてテ 
口の恐怖を再認識させられたが、今後の各カテゴリーの対応 
も充分考慮されてきていることを感じさせられた。 

空港にマスコットの歓迎看板があり到着チームが記念写真 
の撮影があったが、前回大会でのポルト空港でも同様の出迎 
えを受けている。開催地はマラボ空港からバスで50分程の 
マラボ郊外アンテクラという丘の中腹に位置する町で地中海 
地方にみられる白を基調にした家の並ぶ綺麗な町であった。 

各大会でもたつく手続き（パスポート確認|のカード発行 • 
配布物の確認•他）も円滑で、諸尝議その他、タイムスケジ 
ユールもきちんとしていた。また、宿舎は、 四つ 星ホテルで、 
従来の大学のゲストハウスや学生寮と異なり、居な環境は良 
好であった。また、食事もメイン料理のバリエーションにや 
や乏しさがあったが、デザート類も含めて不綱はなかった。 

試合会場はメイン （6 〜7分）•第二会塌 （8 〜10分） 
共に徒歩でも充分に行ける範囲であったが、強い日差しの影 
響等も考慮してか、競技に向かうチーム用に送迎用のバスが 
準備され、更に、競'技観戦のための各国選手団の為に、シャ 
トルバスが配備されていた。通常競 K 参加選手団へのバス配 
備はあるが、定期シャトルスまでは配備がなく、他の面と合 
わせ細かい気配りを感じた。 

日本では競巧規則改正は4月から行われていたが、各国 
も一応の対応は見られテクニカルミーティングの時にも新ル 
ールに関しての質問や確認はなかった。ただ、 TD に関しては、 
時としてぎこちなさが目についた。例えば、韓国がゴールネ 
ットの中吊りネットを、速攻時の球出しを円滑にするために、 
ゴールネットにテープで止める行為なども、見落としたりし 
ていたが、タブロスキー氏（大会競技委員長）の立ち合いの 
もと、審判 - TD と共に確認してもらいテープの止を排除し 
たが、 FISU には、これに関してペナルテイー等の取り決め 
がなく次回までに対応をとの事であった。 

大会に、男子全日本オルテガ監督（マラガ出身）が、家族 
と観戦に来て各選手の活躍を見てもらったが、日本の各選手 
がどの様に目に映ったか。 

大会はテレビ中継もあり、日本でも YouTube で観戦でき 
たと連絡を受けて多くの激励の電話- ールを受けた。 



今大会の選手画編成に関して、スタッフは、男女共に監督 
が初の世界学生大会ということで、男女共にぺテランのチー 
ムリーダーを配した。選手は、従来であると教育実習の対応、 
他を考慮して、3月末の一次エントリーの時に決定していた 
が、今回は、全日本チームとの関係で、最終エントリー締切 
りの一週間程前の決定で、日本リーダ-各大学関係先に迷惑 
をかけて招り、この塌を借りあらため謝罪の意とさせていた 
だきます。 

今回から、田村委員長の進言で、はじめて男女にアナリス 
卜（情報分析）を帯同したが、時間を問わずデータ収集•分 
析を行ってくれ、選手のコンディシヨン維持に尽力してくれ 
たドクター.トレーナーと共に貴重な戦力として貢献してく 
れ、今後も帯同の必要性を痛感した。感謝の意を表したい。 

男女共に念願のメダルまで、あと一歩であった。競技関係 
に關してはスタッフの報告を拝読願いたい。 

最後に、大会参加に際して協会をはじめ多くの方々のこ支 
援ご協力を賜り、お礼と感謝の意を表させて戴きます。 


男子代表ま将岡 TL 竜生 


【はじめに】 

第23回世界学生選手権に参加するにあたり、ウ卫アー等 
の提供、ボール等の巧具の提供、トレーニング会場の提供な 
どご支援頂き深くご御礼申し上げます。 

【2016年度 U -24 男子日本代表チームの活動を通して】 


今回の U -24 男子日本代表チームは、チーム創りをする上 
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での準備期間が短く、選手全員が共通理解をする上での困難 
なことも多かったと思いますが、その中でもネ^シュ-ロー 
ランド監督、豊田賢治コーチの下、非常に濃い内容のトレー 
ニングをすることができました。 

予選リーグでは、ロシア*チャイニーズタイペイ • スペイ 
ンを倒し、グループ1位通過しました。大きな勝因の1つに、 
新しい DF システムが全試合を通して大きく発揮できたこと 
だと思います。また、キーパー陣の好セーブや個々の能力が 
高い BP 陣に大事なところでの1点でとても助けられました。 
日本にメダルを持ち帰ることが我々の目標でありましたが、 
準決勝の韓国戦で延長のホ敗れ、続く 3位決定戦で再びス 
ペインとの試含、2点差で敗れ4位という結果で大会を終え 
ました。本当にメダルまであと一歩というところまでいった 
だけに悔しさが残る大会となりました。しかしながら、今回 



の世界学生で海外の大きい選手、ヨーロッパの選手相手にも 
考え方やシステムの変化で十分通用することを実際に実感し 
たことが大きな収穫であり、この経験は2020年の東京五輪 
でのメダル獲得へ繫がる大会であったと思います。この世界 
学生で得た経験や悔しさを新たな成長へ繫げていきます。 


女子代表監督 t 南本繁生 


【はじめに】 

目月27日からスペイン-マラガで開催されました阻界学 
生ハンドボール選手権においてへッドコーチという機会を与 
えて頂けたこと、また日本協会、全日本学生連盟の皆様方は 
もとより選手所属チームの監督、ご家族、そして福地団長を 
はじめ、大尝準備から沢山のご尽力を願りました多くの方々 
に、まずは感謝を申し上げたいと思います。 

大舎までの短期間の中で、3回の強化合宿を巧うことがで 
き、第2、3回の合宿では、戰術、テクニック、スピード面 
は北國銀行に、高さ、フィジカル面は男子高校チームに協力 
してもらい、 DF トレーニングを中ムに、いかに守って走るか、 
日本チームの勝利には この 試合展開でしか勝因はないと考 
え、練習を行ってきました。合宿の終盤には、化國銀行 GM 
の村上様に壮行会を開いて頂くなど、長期の合宿を受け入れ 
て頂いた荷パ[取監督や化國銀巧の選手の皆様、また北陸高校 
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の志々場先生、個村先生、小松工業商校の 
中谷先生、各チームの選ホのお力添えを頂 
き、大会までの準備期間をケボ人なくチー 
ムカを蓄えることができました。この場を 
お借り致しまして、ふより厚く御I礼申し上 
げます。本当にありがとうございました。 
【チーム目標】 

予選1次リーグ通過、メダル獲得 

[チーム戦術】 

全体 

-失点を25点政内に抑えること 
-立ち上がり10分を意識し、 DF からの 



F 巨でシュートチャンスを作る 

センタープレイヤーを中ふに目日分間のゲームコントロー 
ル 


DF 

-高い位置で非利き手側に抜かせて、反が侧からのフォロー 

- 2枚目 DF が積極的にクロスアタックを狙い、フリーで口 
ングシュートを打たせないアグレッシブな DF ^全員で連 
動してボール側をずる意識 

- 9m 内で安易にプレーさせない（特にポストへパスを入れ 
させない） 

-相手のロングシューターに対してはそのまま DF 

• GK との連携 

苦し紛れのロングシュートは GK 勝負 
エリア隙でなるべくシュートを打たせない 

OF 

-攻撃の起点をはっきりする 

- 2対2をベースとし、そこから3、4人国の動き 
-コンビネーションプレー 

* ノーマークシュートの確実性 

FB 


-フロント コートに 速く ボールを 運ぶ 
• ポストを 起点に 2 対 2からクロス^才' —プンへのずらし 

【大会結果】 



冷 予選 Y グループ 

第1戦日本 >26 (14 - 11、12 -16) 27 0スペイン 
第2戦日本0 53 (22- 9、31 —7)16* インド 
第3戦日本 *22 (11- 12、11 -11) 230 ルーマニア 
予選 グループ 3位 
05 - 8位順位決定戦 

日本034(15 -9、 19-9) 180ウルグアイ 
ぐ 己一6位 ミ 央定戦 

日本0 28 (10 — 14、18 -12) 26* チェコ 

政上の試合結果で、第日化というす本意な大会結果とな 
りました。乎選グループは優勝したスペイン、準優勝のルー 
マニアとが戦するなど、厳しい一次リーグとなりました。ど 
ちらに対しても粘り強く戦い、試合終盤まで接戦に持ち込み 
ましたが、どちらも1点に泣くゲームとなりました。やはり、 
初戦のスペイン戦を勝ちきれなかったことが、結果的に良い 
波に乗れなかったことに繫がったと感じます。どの年代の大 
会でも初戦というのは、その大会の今後を左ちするもので、 
そこでどんなゲームにもつれ込んだとしても勝てるだけの準 
備をしていく必要があると巧硝認しました。また、攻撃のき 
っかけというのはいたってシンプルであるが、戦術の変化の 
スピードが速く、試合時間残り数分でリードしていてもあっ 
という間に追いつかれ、逆帳を許してしまうということが起 
こりうるのが世界と日本国内の違いであると実感しました。 
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今後、競ったゲームをものにするためには、誰もが思いつか 
ないような奇想天外な発想を持ち、それを監督だけでなく選 
手をも理解し、実践できるチームを創り上げる必要があると 
考えます。その根底にあるのは「はさむハンドボール」であ 
り、2が2を崩し、そこからの展開で数的優位の状況をつく 
り、確実にシュートまでいけるだけの選択肢を持つことです。 
基本的な「はさむハンドボール」をまず徹底して行い、それ 
にどれだけ上乗せしていけるかだと考えます。 

しかし、世界の強豪国相手に互角に渡り合ったことは、今 
大会の良い収穫であったのではないかと思っています。メタ'' 
ル獲得という目標を達成することはできなかった選手の悔し 
涙が、必ずみのステップで活かされ、飛躍してくれることを 
選手には強く期待しています。 


最後になりましたが、チームの原動力となり、選手達の力 
を最大限に引き出して頂いたチームリーダー-煙塚先生、コ 



ーチ•齊藤先生、分析•岸本さん、ドクター•沖本先生、卜 
レーナー-田中さんには感謝の気持ちでいっぱいです。苦し 
<も辛くも、楽しい1力月間でした。 


女子代表をお大山真奈 


今大会出場にあたり、ご尽力いただいた日本ハンドボール 
協会並びに全日本学生連盟の皆様方にふより御礼申し上げま 
す。 

6月27日から關催される世界学生選手権大会に向けて r メ 
ダル獲得」を目標に掲げ、日月末から6月中旬にかけ、3回 
の国内強化合宿を行いました。 

世界の選手を相手に戦う際に日本は体格で劣ってしまうた 
め、これまではオープン DF が主流とされてきましたが、今 
回自分たちは基本的に6 : 0をベースに、バックプレーヤー 
の大きさや力量に応じてけん制に出たり、アタックディフエ 
ンスを多巧するなど、振かれる方向を制限し、利き手側を取 
るといったことを約束事として行ってきました。また OF で 
はセンタープレーヤーがゲームメイクをしながらきっかけを 
明確にし、2対2から継続して3人、4人と連続攻撃を加え 
ることで、 DF のマークミスや数的有利な状況を作り出すこ 
とで得点を加算していく戦術を強化してきました。 

その結果、日試合を通して特に感じたことは1点の重みで 
す。予選リーグでは、3試合中2試合が1点差負けという悔 
しい敗戦となりました。この1点の差は、決して日本人が体 
格差で負けているからではないと思います。やはりプレーの 
積み重ねがあらわれたからだと思います。 

今大会日位という納得のいく成績ではありませんでした 
が、チーム全員がこの悔しさを忘れず、また各カテゴリーの 
日本代表として戦えるように、そして世界で結果を残せるよ 
うに日々精進していきたいと思います。 

最後になりましたが、今大会出場に際しご支援、ご協力そ 
して応援してくださいました皆様に御礼申し上げます。あり 
がとうございました。 
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圆固 


男子_ 

■ 6 月27曰（巧） 

日本29 (16-12、 13-13) 25 □シア 

世界学生初戦の相手は、同大会で過去に一度、勝利をしているロシ 
アとなった。立ち上がり体格で勝るロシアに先制点を与えるものの、 
徳田のランニングシュートが決まり、即座に同点となる。その後も一 
進一退の攻防が続くが、徳田•水町を中むに得点を重ね、 GK 加藤の 
好セーブ及び徹底した DF を繰り返し、4点リードで前半を折り返す。 

後半、ロシアはパワープし一で日本の DF を崩しはじめ、逆転を許 
すものの、東江の冷静なゲームコントロール及び得点により、流れを 
取り戻す。後半ラスト10分には、逆転に成巧し、最後まで攻守共に 
粘りのある戦いをみせ、29対2日で試合終了。 

■ 6 月28日（火） 

日本41(16-9、 25-14) 23チャイニーズタイペイ 

予選リーグ2戦目の相手は、チャイニーズタイペイ。立ち上がり 
日本は6 : 0 DF で対応するが、相手のエースによるカットインを守 
り切れず、開始早々、先制点を許してしまラ。日本も杉岡のサイド 
シュートや徳田のカットイン等により得点を重ねる。前半15分まで 
は括抗した展開になるが、その後は、相手チームのテクニカルミスが 
増え、日本はそのミスを確実に得点に結びつけ、前半は16対9の7 
点差で折り返ず。 

後半に入ると、水町の連続ミドルシュート•橋本のポストシュート • 
堀のサイドシュート等、多彩な攻撃をみせ1日分まで攻撃の手を緩め 
ることなく、2目巧12の14点差と差を広げる。相手も吉野•赢藤 
にダブルマンツーを仕掛けるものの広くなった DF の間をうまく攻撃 
し、杉岡のサイドシュート橋本のポストシュートなど、更に得点を奪 
い試合を決める。最終的には、41対23の18点差で勝利する事が 
出来た。 

■ 6月29日（水） 

日本33 (13-16、 20-12) 28スペイン 

予選リーグ3戦目、強豪スペインとの1戦。立ち上がり、機動力 
を活かした DF で流れを画むと徳田のロングシュート、堀のサイドシ 
ュート、吉野のカットインシュートが連続でままり、立ち上がり3 
対0の好スタートを切る。しかし、スペインも日本のテクニカルミ 
ス、シュートミスを着実に得点し、15分には、日対4とリードを許 
す。その後もアグレッシブな DF 、 連動性のある OF から水町のロン 
グシュート、掘のサイドシュート、玉川の速な等で応戦するが、16 
対13の3点ビ八インドで前半を折り返す。後半の立ち上がりから両 
チーム得点の取り合いとなり一進一退の攻防が続く。後半1日分過ぎ 
からスペインは体力的に厳しい表情をしており、逆に日本は緩める事 
なく果敢に攻め、2日分に逆転に成巧。ラスト日分に入るとスペインは、 
テクニカルミスが増え、日本は、最後まで攻め続け、33対28と劇 
的な勝利。予選リーグ3勝で1位通過し、7月2日からのセミファ 
イナルにつなげた。 


■ 7 月2日出 

日本32 (13-15. 16-14、1-4、 2-3) 36韓国 

決勝!^ーナメント準決勝、韓国との一戦。前半立ち上がり、韓国の 
高い 3-2-1 DF に対応出来ず、テクニカルミス等でなかなか点数が取 
れない展開に。開始6分に堀のサイドシュートが入り、3対1となる。 
その後も水町のカットインや徳田-杉岡の速攻などで得点を重ねるも 
のの数値には出ない〇ドの連携ミスなどが重なり、1度もリードする 
事なく、13巧1日で前半終了。 

後半に入り、日本は7人攻撃を仕掛け、試合のテンポを変える試 
みを行ラと玉川のミドルシュート、堀のサイドシュートが決まる。し 
かし、韓国も早いリスタートや速攻などで得点し、なかなかスコアが 
縮まらない。後半1日分過ぎから GK 加藤の好セーブから原田-東江 
のカットイン、徳田のミドルシュートの連綻得点から差は縮まり始め 
る。後半残り2分を切り、玉川のパワープし一からポストシュート 
が決まり、最後の最後でこの試合初めてのリードを得る。しかし、韓 
国も早いパス回しからポストに渡り、そのシュートを阻止するものの 
エリア内の反則となり、 7 mT を決められ、同点になり延長戦に入る。 
延長前半はスタートから1人退場の状態から始まり、立て続けに2 
連おされる。日本は原田の気迫溢れるプレーで得点を取るが延長前 
半を1巧4で折り返す。延長後半に入り、 DF で粘りを見せるものの 
OF では、7人攻撃などを仕掛けるがなかなか得点が取れず、逆に韓 
国は冷静に時間を使い、最終的に32が3目で終える。 

■ 7 ち3曰（曰） 

日本27 (15-19、 12-10) 29スペイン 

大を最終戦、銅メダルを掛け挑んだスペインとの戦いはスペインの 
攻撃から試合開始。開始早々、スペインエースのカットインシュート 
がライン内防御の反則となり、 7 mT でスペインが、先制。日本も玉 
川のミドルシュートで即座に同点とする。スタートから硬まが見える 
日本は、上手くポストを使ったスペインの攻撃に対応出来ず、なかな 
か点数を縮められない展開となる。それでも徳田•藤*原田の得点で 
前半を15が19の斗点ビ八インドで折り返す。 

後半からまた気持ちを入れ直し挑んだ日本だったがスペインの連続 
得点により厳しい出だしとなる。この状況で GK 加藤に代わり出場し 
た GK 岡本が好セーブを連発。その間、徳田.水町•杉岡の得点によ 
り最大日点の差が一時は1点差までに詰め寄るが、スペインの GK 
による好セーブによりシャットアウトされ逆転ずるチャンスを逃して 
しまう。最終的には、27対29で敗戦となった。 

女子 

■ 6 月27曰（月）予選リーグ 

日本26 (14-11、 12-16) 27スペイン 

日本は、立ち上がりに松本のサイド2連取でリードを奪い、その 
後も堅い DF からリズムを個みたかったが、スペインは Noi 3、 Na 4 の 
力のあるロングなどで4連取を許す。何とかペースを取り戻したい 
日本は、角南のポストで再びリードをにげると、スペインも Na 10の 
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高さのあるロング、カットインなどで追いすがるが、大事な場面でミ 
スが続き、日本が3点リードして前半を終了する。 

後半立ち上がりからスペインは、パワーを生かした攻撃で得点を積 
み重ね、 Nq 己のパワーあるプし一に日本 DF は退場してしまい、一気 
に追いつかれる。中盤に入り、このまま主導権を渡したくない日本は、 
佐々木のロングシュート、大山のカットインなどで再び2点のリー 
ドを奪う。しかし、自力に勝るスペインは最後までパワーを生かした 
OF で力を緩めることなく、再び逆転し、27巧26でスペインが勝利 
した。日本は何とも悔しい敗戦となった。 

■ 6 月28日（火）予選リーグ 

日本 53 に 2-9 、 31-7) 16 インド 

インドのスローオフで前半スタ ー h 、日本は 6-0 DF で積極的にボ 
—ルを奪いにいく。インドのテクニカルミス、パスカットから角南、 
松本らの速攻で5連続得点を挙げる。インドも4分過ぎカットイン 
で得点を挙げるが、日本は己分過ぎからメンバーを入れ替え、堀川、 
石井、河島を投入し、攻撃の手を緩めることなく云田、石井の 7 mT 、 
河島のサイドで連続得点により、10分過ぎには10巧3と完全に試 
合の主導権を握る。日本は14分過ぎに、1人退場している中でも、 
化原が強烈なミドルを巧ち込み追加点を奪う。インドは OF でクロス 
攻擊を多用し、日本のマークミスを誘い、 Nq7. No. 日で連続得点を 
挙げるが、日本は石井、秋山、堀川が確実にシュートを決ゆ、22巧 
9と大きくリードして前半を終了する。 

後半に入っても日本の猛攻は衰えず、開始早々に佐々木が□ンダを 
決め23点目を奪うと、 DF ではインドのオフェンスのキーマン Na 2 
にマンツーマン DF で攻撃のリズムを崩したところを、大山、角南、 
秋山の連続速攻などで6連続得点。インドがタイムアウトを請求、 
タイムアウト權の OF で、マンツーマンにつかれていた№2がカッ 
トインを決めて後半1点目を奪ラカ 《 、日本は、再び足を使った DF で 
ボールを奪い、大山、角南、お本、云田の連続速攻、セット OF では、 
エース佐々木のロング、掘川のポスト、松本のサイドと次々と得点を 
重ねる。最後まで日本は積極的な DF からの速攻で確実に得点を奪い、 
最終的には己3が16の大差でインドに勝利した。 

■ 6 月29曰（水）予選リーグ 

日本 22 (11-12 、 11-11) 23 ルーマニア 

日本のス□ーオフで開始された試合は、大山の連取で幕を開けた。 
対■する ルーマニア も Na 88の力強いシュートで対抗、 一 進 一 退の攻防 
が続く。中盤に入り、大型選手相手にロングシュ ー S が阻まれ攻め手 
を欠いてきた日本は、 ルーマニア No . 88のカットインなどで4連取さ 
れ逆転を許してしまラ。20分過ぎ7対9と2点リードされたとこ 
ろで、日本はタイムアウトを請求、これをきっかけにリズムを取り戻 
したい日本だが、高さある DF 、 GK にシュートを阻まれ得点するこ 
とができず、苦しい時間が続いたが、途中出場の河嶋が速攻を決ゆる 
と、兰田、角南の得点などで同点に追いつく。終了間隙には相手が1 
人退場し、勝ち越しのチャンスを得た力 《 、得点に結びつけることがで 
きず、前半を1点ビ八インドで終える。 

後半に入り、 ルーマニア 退場のチャンスを生かしたい日本だが、逆 
に失点をしてしまう。それでもが々木の速攻、ロングで追いすがり、 
一進一退の攻防が続く。中盤に入り、日本も GK 馬場の好セーブ、松 
本の速攻、大山のミドルなどで徐々にペースを取り戻し、1点差まで 


追い上げる。さらに、疲れから足が止まってきたルーマニアは退場者 
を出すが、日本はこのチヤンスを生かすことができない。1点ビ八イ 
ンドでむかえた残り1分には 7 mT のチヤンスを得るが、相手 GK に 
ファインセーブされ、同点に追いつくことができず、22対23で惜 
しい敗戦となった。この結果、予選リーグ3位となり、 5-8 位決定 
戦に回ることになった。 

■ 7 月1日（金） 5-8 位ミ夫定戦 

日本 34 (15-9 、 19-9) 18 ウルグアイ 

日-8位決定戦に回った日本の初戰は南米ウルグアイ。負けられない 
日本だが、ウルグアイが日本ディフェンスの隙をついたミドルシュー 
卜で先制。この後もウルグアイの独特のリズムにペースを捆めない日 
本だったが、河嶋、大山、角南の速攻で得点を挙げ、徐々に点差を広 
げていく。がするウルグアイは、力強いポストプレーや、スピードあ 
るカットインで 7 mT を奪い、必死に食らいついてくる。終盤に入り、 
シュートミスが続きリズムが悪かった日本だが、ウルグアイが1人 
退場したチャンスに、化原、秋山、松本の3連巧で一気に突き放し 
1已対目で前半終了。 

後半に入っても、大山がカットインで連取し、好スタートを切る日 
本のペース。その後も、足を使った DF でウルグアイ OF を封じ込め、 
堀川、徳永、松本などの速攻でさらに点差を広げる。ウルグアイも最 
後まであきらめず、スピードあるプレーで日本 DF の間を割ろラとす 
るが、なかなか得点に結びつけることができない。結局最後まで走力 
の落ちることがなかった日本が、34対19でウルグアイに完勝した。 
この結果、チェコとの日-6位決定戦に進出することとなった。 

■ 7 月2日（±) 5-6 位ミ夫定戦 

日本 28 (10-14 、 18-12) 26 チェコ 

今大舎最終戦、日本はチてコと対戦。立ち上がりから Na 18のカッ 
トイン、速攻などでリードを奪われる。追いつきたい日本だが、パス 
ミス、シュートミス等が続きリズムか個めず、早々にタイムアウトを 
請求。タイムアウト後、松本の速攻で1点を返すも、再び N 0.3のサイド、 
No .9 のスピードあるカットインなどで3連取され、序盤で1巧7と 
序盤で大きくリードを許す。中盤に入ってからは日本にも攻擊のリズ 
ムが出てくるが、チェコもスピードとパワーを生かした攻撃で得点を 
挙げ、お互いに点を取り合う展開となる。しかし、日本は石井の速攻 
を機に、徳永、兰田などの連続得点で点差を縮め、10対14と追い 
上げて前半を終了する。 

後半立ち上がりから、松本の速攻、佐々木のロングで日本がペース 
を個んだかに思えたが、ここから日本にミスが続き、逆に点差を広げ 
られ後半10分で6点差と苦しい展開となる。しかし、ここからエー 
ス佐々木のロング、後半途中出場のサイド-河嶋の連続得点などで一 
気に2点差まで追い上げる。チェコはタイムアウトを請求、落ち着 
きを取り戻したいところであったが、日本の GK 馬場を中必とした固 
い DF を攻め切ることができない。その間に、日本は河嶋の速攻、佐々 
木のミドルシュートなどでついに同点に追いつく。勢いに乗った日本 
は、攻撃の手を緩めることなく、巧嶋のサイド、速攻などで一気に逆 
転に成功。チェコも No . 17のロングなどで追いすがる力《、日本は河嶋 
の速攻で連取、28対26で勝利し、日位で大会を終えた。 
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2016.6 .23-7.5 

男女チームドクター沖本信和 


男子チームは成田からブ リユッセル 
経あ ANA 便、女子はイスタンブール 
経由 トルコ 航空便で6月23日に出発 
しました。私は女子チームで出発しま 
した。 

スペインでのホテルは 4 つ星、ジム 
併設で、申し分なしでした。参加全チ 
ームう S 宿泊だったため に 連絡や会議は 
スムースに 行われました。近くに スー 
パー、 体育館、試合会場があり便利で 
した。氷は ホテルで 確保する ことが で 
きました。大会期間中、何人かの選手 
たちはジムでウェイトトレーニングを 
巧いました。 

健康状態ですが、 

1. 下剩、腹痛、食欲不振などを訴える 
選手は少数でした。ドクターバッグ 
持参薬で十分でした。空気の乾燥、 
やや高地ということで、のどの痛み 
や、咳、鼻出血などが総勢4日名中 
7人いました（発熱は無し） 力 S 、 う 
がい、手洗い、部屋の湿度調追で（風 
呂にお湯を張ったり、洗濯物）、マ 
スク、感冒薬、時には抗生物質な 
どでが処しました。毛囊炎の選手2 
名は抗生剤投与しました。全例、ド 
クターバッダ持参薬などで1から日 
日な内に症が消失しました。 

2. 筋骨格系では、いつものように、足 
関節障害、筋挫傷、膝半月板•觀帯 
損傷、シンスプリント、が•肩関節 
障害、腰椎椎間板障害、腰椎分離症 
など陳旧性-亜急性の問題を抱えた 


選ホが約半数でした（事前合宿、男 
女ともにメディカルチユックを巧っ 
ていたので、準備品やムの準備も楽 
でした）。現地では男子は尾中トレ 
ーナーが、女では 田 中トレーナーが 
毎日、夜遅くまでケアをしてくれま 
した。 コンディショニングは 上手く 
いったと考えております。 

3.腰椎分離症の選手にカテラン針使用 
した分離部ブロック注射、アキレス 
腮周囲炎の選手にブロック注射、ボ 
クサーナックルの選手にブロック注 
射、日非骨筋膽炎の選手にブロック注 
射など、計8回の注射を行い、全て 
の選手が試合に出場できました。 
特記すべきは 

し男子選手で歯科通院中であった選手 
が歯痛悪化のため、現地で歯科に巧 
きました。その際に歯科ドクターか 
ら、親切にしでいただき、消毒薬と 
ブラシの処方で改善しました。抗お 
剤と消炎鎮痛剤はドクターバッグ持 
参薬を使用しました。 

2. 興子準決勝で相手選手の手があた 
り、ち眼球打撲•出血しました。ア 
イシンダ•点眼などで試合は最後ま 
で継続しました。帰国後に眼科受診 
しています。 

3. 男子3位決を戦で相手選手とコンタ 
クトし、鼻骨骨折しました。試合中 
に直ちに整復（右に強く、佩位して 
いました！）し、試合には出場し続 
けました。帰国後に専門医受診して 
います。 

ドーピング対策は事前合宿から、ド 
ーピング教育を施しており、各選手 
に必ず薬品■サプリメント使用時は 
連絡するように周知徹底していたの 
で、メールなどで 頻繁に チェックが 行 


えていました。メールやラインが普 
及しているので、選手とメディカルス 
タッフが緊密に連絡を取り合うことは 
簡単だし、重要なことであると思われ 
ます。また、新しい試みとして強化本 
部からの通達で、全スタッフ、選手 
に WADA (世界アンチドーピンダ機 
構）のアンチドーピンダを目的とした 
e - learning 受講（約2時間程度かかり 
ます。サイト内案 I 巧ぺージ： https :// 
WWW . WEI da-ama ががを ■ i v "ッ () urces / 

な etierEd ，£ mM -( lomnu - infonmiUoii / 

alpha ALPHA ログインページ： 

ind 如ぶ ! T 口 日本語を選択することが 
できます。）を大会前大会期間中の忙 
しい中で全員各自行い終了証を取得し 
ました。ドーピング対策は万全であっ 
たと言えます。今大会でのドーピング 
検査は興女ともに決勝戦で各チーム1 
名ずつ行われたようでした。 

悲願の山 J 巧大会でのメダルにはなび 
ませんでしたが、男子は ロシア、 台湾、 
地元スペインを下し、予選リーグ1位 
通週、その後、韓国、スペインに惜敗 
したものの、メダル獲得と遜色のない 
4位でした。 

女子は予選リーグ地ぶスペイン、強 
豪 ルーマニアに いずれも1点差で惜 
敗、インド、ウルグアイ、チ卫コに勝 
ち日位でした。與子同様にメダルまで 
紙一重でした。 

医事員会の皆様、トレーナー部会の 
皆様、また、臨会各位の皆様、無事（イ 
スタンブール経由も問題なく）戦うこ 
とができました。深謝申し上げます。 
男子-女子スタッフ-選手-トレーナ 
一の皆様、有難うございました！！ 

巧けるぞ！ 0本！ 


毎ち1曰ぶ〇曰は 

ゆめタクンデ 


※一部専門店は除きます。 


株式会社 

本社/〒 732-8555 
広島ホ東区二葉の里 
三 T 目3番1号 
TEL (082) 264—3211 (代） 
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■選手団名簿 
男子 


団長 津リ|昭 （公財）日本 M ンドボール協舍 

監督 所努 （公財）日本 M ンドボール協会総社高校 

コーチ 古家雅た （公財）日本 A ンドボール協会和歌山県庁 

GK コーチ 获田圭 （公財）日本ハンドボール協会湯ミ只高校 

ドクター 田ネ寸格 （公財）日本 A ンドボール協会海上自衛隊/自衛隊中央病院 

トレーナー 飯田純一郎 （公財）日本ハンドボール協会株式会社 J ■ フロントライン 



氏名 

所属 

出身校 

1 

阿部室太 

国±館大学 

学ま石川高校 

2 

高光覆 

国±舘大学 

下松工業高校 

3 

徳田廉を介 

岩国工業高校 

平田中学校 

4 

掘田陽大 

大阪体育大学お商高校 

大阪体育大学付属中学校 

5 

服部將成 

春日丘高校 

巧島中学校 

6 

山田翔騎 

大分高校 

大分中学校 

7 

高野狮太 

浦和学院局校 

府中第四中学校 

8 

棘原奨太郎 

横'其創学館高校 

茅ヶ崎中学校 

9 

村木幸輝 

総社高校 

総社西中学校 

10 

若狭圭悟 

総社高校 

操南中ぎ校 

11 

浅川律樹 

大阪体育大学浪商高校 

大阪体育大学付属中学校 

12 

助安大成 

岩国工業高校 

岩国中学校 

13 

藤田龍雅 

法政二高校 

東久留米西中学校 

14 

部井久アダム勇樹 

博多高校 

多々良中央中学校 

15 

矢野世人 

大阪体育大学'浪商高校 

大阪体育大学付属中学校 

16 

藤川翔大 

岩国工業高校 

岩国中学校 


女子 


1役職 

を前 

m 属 



団長 

津川昭 

(公お） 

曰本ハンドボール協会 


監督 

石川浩和 

(公財） 

日本ハンドボール協会 

伎成学園女子高等学校 

コーチ 

辻賀奈モ 

(公紙 

日本ノ\ンドボール協会 

を都府立すばる高等学校 

ドクター 

田村格 

(公財） 

日本ハンドボール協舎 

海上自衛隊/自衛隊中央病院 

トレーナー 

宿利政生 

(公財） 

日本ハンドボール協会 

東京-云鷹/連雀整骨院 


1 

履和奏 

大阪体育大学 

福岡女子商業高等学校 

2 

新川紫央 

関西大学 

宣真高等学校 

3 

行本朱里 

日本体育大学 

川崎市立高津高等学校 

4 

並木梨妙 

まを女子体育大学 

群馬県立富岡東高等学校 

5 

吉岡紗耶 

大阪体育大学 

四天王寺高等学校 

6 

浜真尋 

中京大学 

小松ホ立高等学校 

7 

林玲花 

中を大学 

氷見高等学校 

8 

±居佳加 

武庫川女子大学 

四天王寺高等学校 

9 

八田桃子 

曰本女子体育大学 

昭和学院高等学校 

10 

中村風夏 

川崎市立高津高等学校 

川崎ホ立西中原中学校 

11 

中山佳穂 

夙川学院高等学校 

夙川学院中学校 

12 

金山桃歌 

高岡向陵高等学校 

富山市立堀川中学校 

13 

金城ありさ 

伎成学園女子高等学校 

浦添市立港川中学校 


一14 — 


最終 

順位 



【男子】優勝-韓国2位"チヤイニ—ズタイペイ3位-日本4位-中国5位-香港 
【女子】優勝"韓国2位：中国3位-日本4位-チヤイニ—ズタイペイ 

開催地：中国•蘇州市 

日時" 2日 16 年7月4日(月}〜7月 W 日(日) 


第4回 U - 茲東アジア選手権 

The 4th 巧 dst Asian UI22 Handball championship 


H 









第 4 回 U -22 東アジア選手権 


參加 

報告 


第4回 U -22 東アジア選手権に参加して 


男子監臂所努 


はじめに 

第4回 U -22 束:アジア選手権出端に際し、日本ハンドボ 
ール協会の関係者をはじめ、選手を派遣して頂いた所属チ 
ームの先生方啼ご家族の皆様には、多大なご理解とご協力 
を賜りふから感謝申し上げます。さらに、日本からム温ま 
る応援のメッセージを送ってくださった方々、結果を楽し 
みにしてくださった方々に感謝申し上げます。旨標として 
いた「束アジアチャンピオン」には届きませんでしたが、 
アジアユース選手権を控える U -19 回本代表にとっては良 
い経験をさせて頂きました。本当にありがとうございまし 
た。 

大会報告 

今火会の準備としては、選手選考と基本戦術の硝認のた 
めに、日月20日〜24日に NTC で第1回強化合宿を行い 
ました。特に、コンタクト DF を重視した DF 練習に重点 
をおきました。次に、大尝直前の6巧29日〜7月2日に 
第2回強化合宿を NTC で行い、 OF 戦術の確認に時間を割 
いて、ゆっくりと了寧に動きの確認と狙いを選手に理解さ 
せました。準備期間が十分であったとは考えていませんが、 
この年代の現状を踏まえると最低限の準備はしたと思って 
おります。 


した。この試合では、現地での生活が続き疲労も少しずつ 
出てくる中で、しっかりとパフオーマンスを発禪すること 
の難しさを選手は身をもって経験できたと思っています。 

最終戦は、メダルをかけた地元中国との対戦でした。大 
会最終日の日曜日ということで、観客も多く、女子は中国 
対韓国、男子は中国対日本というカードで、完全アウエー 
での試合となりました。日本は、前半3点差リードで折 
り返すものの、後半体格に勝る中国は PV プレーヤーにボ 
ールを集め、日本にプレッシャーをかけてきました。残り 
10秒にその PV プレーヤーに押し込まれ、2日対2日の同 
点に追いつかれてタイムアップ。リバウンドボールを取り 
切れなかったことに悔いが残りました。最終的には、1勝 
1分け2败で中国と並び、得失点差で3位という結果で大 
会を終えました。 

カテゴリーが上の大会ではありますが、韓国との対戦結 
果を考えると、チャイニーズタイペイに競り負けたことは 
監督である私のミスであると反省しています。今大会に参 
加して、 U -19 日本代表にとって収穫と課題が見つかりま 
した。そのすべてを、みのアジアユース選手権大会に向け 
ての貴重な財産として捉え、スタッフー丸となって課題解 
決に向けた活動をして参りたいと思います。選手たちは、 
カテゴリーの違う大会に出場させていただき、貴重な体験 
をしたと思っております。大会を通して、強い気持ちをコ 
ート上で表現してくれた選手たちを請りに思うと同時に、 
今後の成長を確信しております。 


大会結果については、5チーム中3位という結果でし 
た。決して澗足いくものではありませんでしたが、収穫も 
多い大会でした。初戦の韓国戦では、ジュニア代表チーム 
(21 歳政下）で参加している相手に対して、準備してきた 
DF がしっかりとでき、後半の10分まで一進一退のゲー 
ムができたことは、選手の自信につながったと感じており 
ます。香港戦に勝利した後、休息曰を 
はさんで上位進出の鍵を握るチヤイニ 
ーズタイペイとの対戦では、序盤から 
相手の早さに準備してきた DF が機能 
せず、連続失点からのスタートとなり 
ました。この試合では、終始冷静な判 
断ができずにミスを重ね、相手のペー 
スで試合を進めてしまいました。残り 
1日分から DF システムを日：1に変 
要し、日連続得点を挙げることができ 
ましたが、前半の得点差を縮めること 
ができず、4点差で敗戦してしまいま 


おわりに 

最後に、 U -19 ユース 代表チームに、このような貴重な 
経験をさせていただいた日本ハンドボール協会の關係者の 
皆様、所属チームの皆様に改めて感謝の意をお伝えさせて 
いただき、大会の報告とさせていただきます。 
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第 4 回 U -22 東アジア選手権 


替加 

無を 


男子主将村木幸輝 


ジア選手権では世界への切符を獲得できるよう曰々練習に 
励んでいきたいと思います。ありがとうございました。 


U -22 東アジア選手権大会に参加して 

第4回 U -22 東;アジア選手権は、日力国が参加、総当り 
リーグ戦で順位を争いました。今大会は22歳政下の選手 
が参加できる大会ですが、私たち日本代表チームは19歳 
料下の ユース 代表で大会に臨むことになりました。どの国 
も私たちより体が大きく体格差を感じましたが、日本を代 
表して出塌しているな上、結果を残して帰らなければなら 
ないという思いで戦レ^ました。 

大会初戦は、ライバルである韓国との対戦でした。曰 
本代表チームは、 DF ではハードな コン タクトとボールに 
密集し簡単にカツトインを許さないこと、 OF では相手 DF 
を密集させて広いスペースを作り、強い1対1で攻める 
ことをテーマとして戦いに挑みました。前半は一進一退の 
攻防が続きましたが、終盤に退塌者が相次ぎ3点ビハイン 
ドで前半終了。後半は徐々に点差を離されてしまい、7点 
差で敗れました。 

2試合目の香港戦では、前半開贻から6連歌するなど終 
始日本のペースで試合を進め、36対13での勝利となり 
ました。 

3試合目はチャイニーズタイペイとの試合。相手のスピ 
ードあるプレーに DF の対応が遅れて連取されてしまい、 
また OF でもテクニカルミスが続いて、4点のビハインド 
で前半を折り返しました。後半は DF システムの変更から 
日連取するなど、逆転への糸口は見えたものの前半の点差 
が響き、2日対29での敗戦となりました。 

最終戦は、地元中国との対戦。前半違中6点差をつける 
ものの退塌者がでた間に3連取されてしまい、3点リード 
で前半を折り返しました。後半も一進一退のゲームとなり 
ラスト1日秒で失点し、2日対2日の同点で試合終了となり 
ました。 

大会を通じて、個々の技術向上やフィジカル面の強化を 
しなければ、国際大会で結果を残すのは難しいということ 
を経験できました。 

1勝1分2敗で3位という澗足のいく結果を残すことは 
できませんでしたが、バーレーンで開催される ユース アジ 
ア選手権に向けて、収禮と課題の両面を見出すことができ 
て充実した大会となりました。 

最後に、津川団長、所監督、古家コーチ、燕田コーチ、 
飯田トレーナー、大尝関係者の皆様、所属チームの監督や 
チームメイト、いつも支えてくださる両親をはじめ、日本 
から熱い声援を送ってくださった皆様に感謝し、8月のア 


参加 

强告 


女子監督 bjwmu 


大会に参加して 

今大会に参加させていただくにあたりまして、多くの 
方々にお阻話になりました。選手の所属チームの指導者の 
皆様、練習試合でお世話になりました日本女子体育大学- 
日本体育大学-東京女子体育大学、協会関係者と業者の皆 
様にまず御礼申し上げます。また、手前巧增ですが、2回 
目の国内合宿で巧の素ナショナルトレーニングセンターを 
使用できず、やむを得ず恢成学園女子高校で行いました。 
清掃や選手のお世話をしてもらった安藤教諭と部員にも感 
謝を述べさせていただきます。 

この度は、女子ユース世界選手権大会を控える中で、 
U -22 粟アジア選手権大会に出榻できるという幸運に恵ま 
れました。 

昨年インドで行われた女子 ユースアジア 選手権大会に 
出場した1目名の選手のうち、1日名が入れ替わりました。 
それぞれ事情がありますが、一番はインターハイと重なる 
かもしれないという、毎回起こる問題が大きかったと思い 
ます。 

今年度、監督を挿命し、日程も把握できたことから、多 
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女子代表林玲花 


くの高校生が辞退することが予想できましたので、関 
東-関西の大学のご協力を得て、比1|塌できる年齡の選 
手をたくさん選考尝に派遣していただきました。おか 
げさまで、選手が1日名入れ替わりましたが、前大舎 
の時よりも、ポジションごとに特徴のある選手を選考 
することができました。 

国内で2回の合宿を経て、今大会に参加したわけで 
すが、国際公式試合を経験できるというメリットは、 

大変大きなものがありました。 

残念だったのは、世界選手権にむけて18名をエントリ 
一したのですが、1名が国内合宿の練習試合中に腺前十字 
勒帯を損傷してしまい、辞退せざるを得なくなってしまっ 
たことです。主力として期待していた選手だけに本人もそ 
うですが、本当に残念でした。 

また、西日本インカレと重なり、6名の選手が今大会の 
参加を見合わせることになりました。 

11あという少ない人数での参加となり、色々とぶ、細い 
こともありましたが、辻コーチが選手と一緒にアップから 
6対6まで動いてくださいました。また、宿利トレーナー 
がきめ細かく選手のコンディションを把握して適切な状態 
を保ってくれました。田村ドクターは、世界選手権ではド 
ーピング検査がありますので、それについての知識-理解 
を選手にわかりやすく伝えてくれまして、選手のお腹の調 
子など非常に T 寧にご指導もいただきました。 

試合では、選手たちには、「体格も年齢もキャリアも格 
上の相手にしておけば、世界選手権では楽に試合が出来る 
から、うまくいかなくても落ち込まずチャレンジしよう。」 
と言い続けました。選手達も、点差が開いても自分達のプ 
レーを磨こうと頑張ってくれました。 

初戦の中国戦では、試合にのまれてしまう時間が多かっ 
たのですが、2戦目の韓国戦では、前回の世界ジュニア優 
勝メンバー相手に大差で離されても、果敢にチャレンジし 
てくれたのがとてもうれしかったです。 3戦目のチャイニ 
ーズタイペイ戦では、試合開始のスタートダッシュが成巧 
し、勝利することができました。この勝利は、世界女子ユ 
ースへの大きな自信となりました。 

最終日のさよならパーティーでは、東アジアの国々の役 
員.指導者.選手が一堂に会し、友情を裸めました。吉岡 
選手と巧本選手が優秀選手として表彰されました。 

今回得た経験を世界女子ユースで生かして来たいと思 
い、帰国させていただきました。 

最後になりますが、未熟な私に中国でご指導いただきま 
した津川常務理事、出発前に激励いただきました志々場常 
務理事に、この場をお借りして御礼申しあげます。 


U -22 東アジア選手権に参加して 

私達、 U -18 女子日本代表チームは、7月4日〜7月10 
日まで中国-蘇州市で開催されました「第4回 U -22 東ア 
ジア選手権」に出場させていただきました。 

今大舎（女子）は、参加国が4チームでの総当たりリ 
ーグ戦を行いました。結果は1勝2敗で3位に終わりま 
した。中には大学生チームが代表チームとして参加してい 
る国もあり、年上の選手がほとんどでした。 

パワーやフィジカル、身長を武器としてくるプレースタ 
イルの相手に対し、日本らしい「守って速攻」から流れを 
捆むというハンドボールがなかなかできず、逆に自分達の 
簡単なミスや不安定な DF から相手に主導権を握られるこ 
とが多かったように思います。 

2試合目の韓国戦では、体格やパワー、スピードが違う 
中で、粘り強く守り、速攻につなばられたり、アウトへの 
展開を意識して相手の DF を広ばてカツトインで飛び込ん 
だり、積極的にサイドシュートを狙ったりなど、自分達 
のやりたいプレーを幾つか出すことができました。しか 
し、点差が離れていくにつれてチームのムードが下がって 
いき、相手に押される展開になりました。結果、22対44 
の大差で負けてしました。 

今大会を通して、苦しい展開でももっと全員で雰囲気を 
作ることや、出だしから集中力を高めて積極的にプレー 
すること、 DF の起動力や運動量、シュートの決定率など、 
個人としてもチームとしても課題が多く見つかりました。 
また、これは世巧でも通用するというようなプレーも幾つ 
かあり、自分達の自信になりました。 

大会の出場にあたり、ご支援レぃただきました皆様に感謝 
申し上げます。ありがとうございました。 

そして次の世界選手権では、この貴重な経験を生かし、 
今回参加できなかったメンバーも全員で一丸となり、日本 
らしいハンドボールが発揮できるように頑張ってきます。 
またご支援のほど宜しくお願いします。 
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【男子】 


日本 24 り 2- 15、 12—16) 31 韓国 

初戦の巧戦相手は韓国代表。日本ユース代表チームは、この試合 
での DF 面では、相手選手に八ードなコンタクトすること、ボール 
に密集して間を簡単に割らせないこと、 OF 面では、相手 DF を密 
集させて広いスぺースを作り、強い1対1を行うことをテーマと 
して戦った。試合開始直後、八ードなコンタクトで気持ちのこもっ 
た DF ができたが、 韓国 No . 77の力強いミドルシュートで先制され 
た。しかし、日本は矢野のサイドシュートですぐに追いつき、一進 
—退の攻防を繰り広げる。前半9分には、徳田の鮮やかなミドル 
シュートでこの試合初めてのリードを奪ラ。しかし、]〇分韓国も 
Na 18のサイドシュートを皮切りに連続得点で8対目と韓国2点 
リード。日本は、さらに韓国 No . 2日の7 mT で連続失点、17分に 
は7対]0と韓国に3点のリードを許す。ここから日本は、矢野、 
高野の連続得点で9対10と1点差に迫る。その後は、 GK 堀田の 
好セーブが光り一進一退の攻防が続くが、終盤に八ード DF を続け 
る日本は退場者が相次ぎ、3点ビ八インドで前半を終了する。 

後半8分、日本は山田のスピードを活かしたプし一により2点差 
に迫るも、後半9分からは退場者が相次ぎ、韓国に3連取を許し 
てしまい、17巧22とリードを広げられてしまう。その後、キヤ 
プテン村木の体を張ったプレーで鳴らいつく力 《 、韓国の体格を活か 
したプレーにより後半19分この試合最大となる7点差に広げられ 
る。それでも日本は高い DF 隊形にシフトを変え、矢野、高野で連取、 
日点差に追い上げる。しかし、残り ]0 分からは OF でチヤンスを 
作るものの、韓国 GK のファインセーブに得点を阻まれ、最終的に 
は 7 点差で敗れた。初めての国際大会において、八ードな DF をテ 
ーマとして掲げて臨んだ試合の中で、終始アグしッシブにコンタク 
卜できたことは、アジアユースに向けて大きな手応えを感じられる 
試合となった。 


日本 36 (21 -5、 15-8) 13 香港 

2戦目は香港と対戦。前日の韓国戦から一夜明け、気持ちを切り 
替えて試合に臨んだユース日本代表チームは、チーム発足当初から 
テーマに 掲げた八ードなコンタクト DF を徹底ずることを確認し、 
試合に臨んだ。試を開始早々から、徳田、部井义、藤田らの活躍で 
目連取し、6巧0とリード。高野、矢野を中むに、テーマである八 
—ドなコンタクト DF を繰り返し、1日分過ぎからこの日トツプス 
コアラーとなった部井久の活躍で9連取し、24分には]8対2と 
する。 

前半を21対已で折り返した日本は、後半も徹底したコンタクト 
DF を繰り返す。 GK 高光の好セーブからの速攻も飛び出しさらに 
8連取。その後も、助安を中むに機動力を使った牽制 DF からの速 
攻を繰り返し、36対]3で勝利。次戦の台湾戦に向けて弾みのつ 
く試合となった。 


日本 25(9-13.16-16) 29 チトイニーズタイペイ 

3戦目の対戦相手はチャイニーズタイペイ。相手のスピードに 
乗った攻擊を八ードなコンタクト DF で食い止めること、体を張っ 
て相手の高い DF ラインを突破していくことを確認して試合に臨ん 
だ。試合開始早々、チャイニーズタイペイ No . 7を中むにスピード 
に乗った1が1への対応が遅れ、ポストを巧みに使われ連取を許 
してしまう。日本は、徳田を中むに相手の間を粘り強く攻撃して、 
中盤は一進一退の攻防が続く力《、日本にテクニカルミスが続き、な 
かなかリズムに乗れないまま22分には7対11とリードを許す。 
その後日本に退場者が出るが、 GK 掘田を中也に粘り、数的不利な 
状況で山田がカットインで獲得した 7 mT を自らが決めるなど奮闘 
するも、9対13で前半を終了する。 

後半も立ち上がりから3連おを許す苦しい展開。そこから一進 
一退の攻防が続いたところで、後半] 5分、日本が DF を高いシス 
テムにチェンジしたことが巧を奏し、相手の攻撃を食い止め、その 
間に矢野、徳田らで日連取し、後半 2] 分には20対23の3点差 
まで追い上げる。その後、相手に退場者が相次ぎチャンスが来るも 
のの、数的優位の状態での失点が響き、なかなか点差を詰められな 
い。終盤も徳田、高野で追いすがるものの、最終的には2日対之9 
で敗れた。終始劣勢の展開の中、焦りからのミスが多く出てしまい、 
波に乗り切れない試合となってしまった。各局面におけるチームの 
約束事を徹底することを再確認し、次戦に臨みたい。 


日本 2 日 （14- 11、11 -14) 25 中国 

最終戦は中国と対戦。体格差のある相手にがしても、今大会の 
テーマと して掲げている 八ー ドな コンタクト DF を徹底すること、 
OF 面では的確なポジショニングから個人の強さを出して突破して 
いくことを確認して試合に臨んだ。立ち上がり、日本は高野を中む 
とした日- 1 DF が機能し、簡単に得点を許さない。そこから藤田の 
速攻も飛び出し、開始1日分6対3とリードを奪う。中国もポス 
トプレーヤーにボールを集めチヤンスを作る力、'、 GK 堀田が 7 mT 、 
ポストシュ ート を連続セーブして、流れを渡さない。 OF では、部 
井久のスピードに乗った突破が決まり、前半20分には12対6と 
リードする展開。しかし、日本に退場者が出た隙に中国に3連取 
され、前半を]4お M 1と3点リードで巧り返ず。 

後半立ち上がり、日本はミスから中国に3連取され、後半2分 
に]4対14の同点に追いつかれてしまう。そこから日本も3連取 
して再び突き放しにかかるものの、相手 GK の好セーブにより流れ 
を個めず、再び3連続失点。そこから一進一退の攻防が続く。日本は、 
藤川らの速攻により扳け出そラとす るが、ソ —マークシュートをこ 
とごとく相手の大型 GK にセーブされる苦しい展開。さらに日本に 
退場者が相次ぎピンチとなるが、この日好調の GK 掘田の好セーブ 
で流れを渡さない。後半28分に24巧23の1点リードを奪う力 《 、 
再び退場者が出て、すぐに中国に追い付かれてしまう。後半29分、 
数的不利な状況で部井久がシュートをねじ化み、勝ち越しに成功。 
必死に守る日本であったが、残り10秒で中国のポストシュートが 
決まり、2日対2日の同点で試合終了となった。大きい相手に巧し 
てポストシュートや 9 m 付近のロングシュート等、中央エリアで 
の失点が目立ったことや、大型 GK に対するシュートの精度等、多 
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くの課題が出た試合であった。大会を通しては八ードなコンタクト 
DF が徹底できたという収穫もあったので、今大会で得た経験を活 
かしてアジア選手権に向けて取り組んでいきたい。 

なお、今大会のペスト7に日本から徳田が選ばれた。 

防子】 


日本 24 (1 1 — 19、 13-15) 34 中国 

初戦は、地元中国との対戦。日本のスタートは、 LW 吉岡、 L 巳林、 
C 巨ミ兵、 RB 金城、 RW 中山、 PV 行本、 GK 桓で OF からのスター 
卜。 立ち上がりから日本は堅さが見え、中国に3連取されるが、吉 
岡のサイド、金城のステップシュートが決まり、2巧4。 DF から 
速攻に持ち込みたい日本だったが、 DF の連係ミスなどでなかなか 
リズムに乗れず、中国に日連取を許す。前半]4分過ぎから少しず 
つ DF が機能し、吉岡、浜、中村のシュートで4連取し、7対]日 
と追い上げる。その後、日本の攻撃でのミスや退場者により、中国 
に連取され11対] 9で前半を終了する。 

後半立ち上がり、 DF から吉岡、八田の速攻で連取し、日本の流 
れになると思われたが、ミスから相手に逆速攻を許し、なかなか点 
差を縮めることができない。日本は、タイムアウトを取り、自分 
達がやるべきことを確認した。その後、セット OF から中山のロン 
グ'シュート、吉岡のサイドシュートで追い上げを見せるが及ばず、 
24対34で試合終了。 DF での連係、速攻への展開などをち確認し、 
明日の韓国戦に臨みたい。 


日本22 (10-22、 12-22) 44韓国 

2戦目は韓国との対戦、日本は DF からのスタート。立ち上がり 
から韓国に2連取されるが、日本も中山のサイド、金城の 7 mT で 
2が2の同点に追いつく。その後、日本はセット OF でのミスが 
目立ち、逆速攻で立て続けに失点してしまラ。4対12となったと 


ころで日本がタイムアウトを取り、 OF のコンビネーションを確認 
し立て直しをはかるが、流れを引き戻ずことができないまま10対 
22で前半終了。 

後半 開始 早々、日本はセット OF から金城がロングシュートを決 
めるが、韓国のスピードに乗った1巧]に DF が機能せず、連続 
得点を許してしまう。その後も相手のスピードある速攻と力強い1 
対]で失点し、なかなか点差を詰めることができない。日本も最 
後まで請めず、並木のポストシュート、吉岡の速攻で追い上げを見 
せたが、22が44で試合終了となった。今大会最終戦となる次戦- 
チヤイニーズタイペイ戦に向けて、 テーマで ある高い DF の連携と 
セット OF での コンビネー シ ヨンを 確認し、チームー丸となって勝 
利を目指す。 


日本 32(16 -7、 16—13)20 チヤイニーズタイペイ 

今大会最終戦、チャイニーズタイペイと対戦。日本は DF からス 
タート。立ち上がり、日本は中山のサイドシュートで先制点をあげ 
る。その後]日分まで一進一退の攻防が続く。ようやく11分過ぎ 
に吉岡、中山の速攻などで6連取、]0が3と試合の主導権を握る。 
チャイニーズタイペイもスピードあるカットインなどで点数を重ね 
て追い上げる。終盤に入り、シュートミスが続きリズムに乗れない 
日本だった力ぐ、 GK 擾の好セーブから速攻で日連お、一気に突き放 
して前半16巧7で巧り返ず。 

後半開始から日本は DF の連係ミス、 OF でのミスが続き、相手 
に3連取を許す。何とか日本の流れに持ち込かたいところだが、退 
場者が出たり、ノーマークシュートを連続で外すなどのミスが目立 
つ等苦しい時間帯を迎えた。しかし、後半19分過ぎに吉岡の連続 
速攻が決まると、八田の速攻、中村のカットインなどで日連取、最 
後は行本のポストシュートが決まり、最終的に32対20で勝利、 
3位で大会を終えた。この大会での経験を活かし世界ユース選手権 
大会に衰げていきたい。 



2016 年 U - 22 東アジア選手権帯同実施報告 

帯同医師田わ t 格（自衛隊中央病院感染症内科） 


回縁があり、初めて代表チームの遠征帯同をさせていただき 
ました。その経験を通して医師として感じたことをここに報 
告させていただきます。 

本大会は U -22 が参加条件の大会でしたが、今回はチームの強化、 
経験の蓄積を兼ねて男子はに19で、女子は U -18 で参加すること 
になりました。アンダーカテゴリーにおいては試合に勝つことのみ 
が目的ではなく、有望選手をいかに上の世代へと繫げ育てていくか 
という視点も重要になります。加えて今回の大会はそもそもがチー 
ム強化過程の遠征であったため、より育成という視点が重要な大会 
参加であったかと思います。 

大会は中国の蘇州において開催されました。当初は蘇州市体育 
館 （2009 年阻界女子ハンドボール選手権グループリーグ会場）で 
開催の予定と聞いていましたが、現地に到着したところで、蘇州独 
壁湖体育館での開催に変更されたと聞かされました。日本では起こ 
りえなし^事態が起こるのが海外遠征の廳刷味でもあるかもしれませ 


ん 

滞在は蘇州金陵観園国際酒店というホテルで、日つ星とされてい 
ました。施設は比較的新しく清潔であったものの、英語が通じる従 
業員が非常に少ない、衛生面に懸念の残ることが目につくなど、サ 
ービス面は現在の中国という国を表しているレベルでした。旅行舎 
社によれば通常日本人の使用はほとんどないホテルとのことでし 
た。 

ホテルの食事は全てビュッフェ形式で中華料理を中ふに洋食もあ 
り、日本風の巧增汁が供されることもあるなど、比較的バラエティ 
に富んだ内容で、スタッフ選手とも最低限の栄養摂取は実施出来ま 
した。それでも1週間な上の滞在となれば似たような食事内容の 
繰り返しに飽きがくると訴える選手もおり、食の嗜好は個人差が大 
きいということもあり、やはり食事に巧する準備は常に慎重に考え 
ておいた方がよいと思わされました。 

滞在中の天候は連日高い湿度と猛暑で、晴れの日には外気温は 
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40でを超える状況でした。蘇州でも PM2 .日が問題にはなっている 手と当たり、当たった後の次の一歩をすかさず動ける俊敏さとそれ 
ようでしたが、この季節は一時青空が見られることもあり、大気汚 を試合の最後まで維持するスタミナをストロングポイントにするし 
染はさほど気にはなりませんでした。 かないのは素人が考えてもわかる話で、それを身につけるためには 

大会の成績は男子は1勝2敗1引き分け、女子は1勝2敗でい 簡単に言えばブレない体幹を作りながらサーキットトレーニングと 
ずれも3位という結果でしたが、海外遠征自体が初めてという選 筋カトレーニングを時間をかけてバランスよく積み上げていくしか 
手もいる中で、上の年代のチーム相手に貴重な経験が積めたものと ありません。医学的には高校を卒業するあたりの年齢からこれらの 
思います。この大会のあとに続く男子のユースアジア選手権、女子 トレーニングを本格化していくのが良いと考えられます。戦術的に 
のユース肚界選手権に向けての非常に良い予行演習となり、結果が も当然個人の能力に頼らない統率の取れたディフェンス-オフェン 
とても楽しみです。 スが必要になり、それを得るにはチームとしての連係練習を繰り返 

日本代表選手の目的はフル代表においてはその競技の世界の頂点 すしかないでしょう。準備期間の短い代表チームではどうしても限 
を目指すことです。オリンピックや世界選手権のような世巧最高レ 巧があり、それぞれの選手が自チームに帰ったあとはまた違った手 
ベルの大会において十分なパフォーマンスを発揮するためには、そ 法でトレーニングをし、連係の相手も方法も変わってしまう。選手 
こに至るまでの十分な準備に加えて大会期間中にコンディションを によっては大学進学や社会人になるにあたってまた球拾いから始め 
最高の状態に維持することが求められます。そのためには身体のコ なければならない。学校スポーツとして進化してきた日本のハンド 
ンディションとメンタルのコンディションの両方を高め維持するこ ボールにはそのメリットとデメリットがありますが、デメリットの 
とが必要です。わが国においても近年ようやく選手の体調と競技力 面をいかに修正していけるのかが今後日本のハンドボールが強くな 
維持のためにはその道に通じたメディカルスタッフによるサポート るための大きな課題かもしれない、などとも考えました。 

が必要不可欠という認識が共有されるようになってきました。また 海外遠征帯同医師の仕事は選手やスタッフが身体を痛めた、現地 
特に海外の大会においてはいわゆるアンチドーピングを含めたスポ で病気になった、という時にだけ対応するものではありません。大 
ーツ医学に加え、感染症、時差、航空機移動の影響、宿舎環境、食 会会場や現地についての事前調査に始まり、選手の健康情報の収集 
生活、ンタルコーチング、など、選手の体調維持や健康管理に関（ドーピング対応も含めて）、適切な医薬品•医療資器材の準備、必 
する全てについてメディカルスタッフを積極的に活用しなければな 要なワクチン接種、時差対策、長時間移動対策、海外傷害保険の確 
らない時代となりました。このような中で海外遠征時の帯同医師は 認、滞在宿舎と環境の確認、内科的疾患を中ムとした疾病予防と健 
もちろん、日本のハンドボール競技強化について日常から医科学ス 康管理、女子選手の生理のコントロール、現地での大会期間中の栄 
タッフが働きかけるべきポイントは多岐にわたるにもかかわらず、 養管理、メンタルサポート（試合に臨むにあたっての^ンタルコー 
現状はまだまだ手つかずなことも多く、言い換えれば日本のハンド チングまで）などなど、やらねばならないことは多くあります。ま 
ボールが強くなるための医科学的「のびしろ」はまだまだ多いと感 た競技由来の慢性あるいは亜急性の身体のダソージや筋骨格系の痛 
じます。 みなどに巧して、鎮痛薬内服やブロック注射などをどこまで実施し 

海外遠征における選手の発熱、咽頭痛、唆、下痴といった症状は て試合に出場させるべきなのかは、痛みの部位や程度はもとより選 
思いのほか多いにも関わらず、清潔の保持や風邪予防、食中毒予防 手の年齡や試合の位置づけ、本人の希望など勘案すべき因子は多く、 
や虫刺され予防など適切な予防策が講じられていないことは多く、 ひとつひとつの例に個別に対応する必要があります。今回のように 
今大会においても選手達にまずは食事前の手洗い実施から指導する 18歳、19歳政下の選手の場合には、たとえば関節の痛みが出た場 
必要がありました。一見直接競技とは関係のないように見えるとこ 合には部位はどこであれ選手の将来を考えれば基本的には遠征中の 
ろからコンディション維持は始まります。基礎工事をおろそかにし 試合練習への参加は中止とするのが妥当でしょうが、場合によって 
て高いビルは建ちません。ならば手を洗えば良いのだろう？という は選手生命を縮めるかもしれないリスクを冒してまで選手を出場さ 
ことではありません。日常生活のひとつひとつ、時間や環境のトラ せるべきか否かは悩ましいことも多々あります。そういった判断に 
ブルも珍しくない海外遠征化での生活のひとつひとつにどれほど気 ついても年代別にも経験を蓄積し、今後に生かしていくことが大事 
を使えるか、が良いコンディションを作り、最高のパフオーマンス かと思われました。 

に繫がる大きな要素となります。幸い若い年代の選手達はまだ「聞 今回は非常に貴重な機会をいただきました。これからは許される 
く耳」を持っています。この時期に将来世巧で活躍するハンドボー なら他のカテゴリーも含めた代表チームとも関わっていき、今後も 
ル選手としての基礎工事がしっかり出来るように今後も力添えが出 協会医事委員として日本のハンドボール強化に少しでも力添えがで 
来れば良いのだろうと感じました。 きるように頑張りたいと思います。 

一緒に大会に参加した男女両チームの監督、コーチ、トレーナー 
の皆さんの選手達への親身かつ年代と性別の特性をふまえた指導に 
は感嘆しました。召集からの非常に限られた時間でチームを作り、 

かつ将来に向けた指導もし、ハンドボール_1ソ外のところでの振る舞 
いも指導する手腕は本当に素晴らしいの一言です。これに選手の立 
場からの継続性を持たせることが出来れば必ず日本のハンドボール 
はもっと強くなると思いました。 

体格と高さで劣る日本のチームがコンタクトスポーツであるハン 
ドボールで海外のチームと戦うには、瞬発力でスピードに乗って相 
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U -20 女子曰本げ表監督 

辻昇— 



大会期間： 2016年7巧3日归 )一7 巧1己日鈴 


開催都ホ：ロシア-モスクワ 


最猿順幢優勝：デンマーク 13位：フランス 
2位：□シア 14位；アンゴラ 

3位：ルーマニア 1日位：日本 
4位：ドイツ ]6位：アルゼンチン 

己位：ノルウェー]7位：モンテネグロ 
6位：スウェーデン ] 8位：中国 
7位：韓国 ]9位；才ーストリア 

8位：クロアチア 20位：エジプト 
9位：オランダ 21位：チュニジア 
]日位：八ンガリー 22位：チリ 
1 ] 位：ブラジル 23位：カザフスタン 
12位：スペイン 24位：ウズべ丰スタン 


遇を函餐親 


役職 

名前 

所属 

監督 

辻昇 一 

(公お）日本いンドボール協会 
曰本体育大学 

コーチ 

岡本大 

(公財）日本ハンドボール協会 
桐蔭横お大学 

ドクター 

大西信王 

(公目才）日本ハンドボール協尝 
筑波大学附属病院 

ト レーナー 

岩谷美菜子 

(公財）日本ハンドボール協会 
ながい接骨院 

情報分析 

嘉数 陽介 

(公財）日本ハンドボール協尝 




今回、 U-20 女子日本代表が第20回女子ジュニア世界選 
手権で戦うことに際しまして、日本ハンドボール協会、各選 
手所属チーム関係者の皆様、株式会社 JTB 様、及び各方面 
から様々なご支援を戴きました多くの方々に厚く御礼を申し 
上げます。 

私達、 U-20 女子日本代表は、「世界選手権ベスト8」と 
「201目年世界選手権と2020東京オリンピックに向けての 
選手の育成」の二本柱の使命を掲げ、今大尝に向けて準備し 
てい含ました。 

選手選考に関しましては、各カテゴリーの国際大会と国内 
スケジュールの関係を考慮しながら候補選手22名を選出し、 
己月27日から29日の第1回強化合宿の中で選手選考を行 
いました。怪我による辞退の選手が2名おり、2日名の中で 
の選考となりました。その後、昨年のアジアジュニア選手権 
を戦った選手を中ふとした大会参加の18名を選出致しまし 
た。選手を派遣してくださった各所属チームの関係者の方々 
には、ご理解とご協力頂いたことに感謝申し上げます。 

大会への準備としては、スケジュール調整と合宿攝所の 
確保が難しく、また目月の韓国での日韓戦にジュニアから4 
名が選出され、合宿に参加できないこともあり、非常に短い 
準備期間でありましたが、時間を有効に使い簡単な戦術を落 
とし込みました。その中で、今回から参加して頂いた岡本大 
コーチ （桐蔭横浜大学監督）が、大型選手に対する攻撃戦術 
を 了 寧に チームに 落とし込んでくれました。 この 考え方が本 
大会では有効に働いたと考えています。また、昨年同様に、 
選手達には日本代表として戦う姿勢の他に、「主体性を持と 
う」、「能動的に動こう」、「コミュニケーションとろう」、そ 
して、 「Positive Men ね1 Attitude (積極的ム構え）」といった 
行動や振る舞いをお願いしました。 

出発前には女子日本代表チームと U-16 男子代表チームに 
ご協力を頂き、実戦トレーニングをご一緒させて頂いたこと 
は、チーム強化にとって大きなプラスとなりました。 

また、ロシアでの食の不安も鑑み、岩谷トレーナーらが中 
ムとなってお米2日キロ、炊飯器2台、レトルト食品等の日 
本食を持参し、コンデイション維持のための準備も行いまし 
た。 

時差調整の意味もあり目月29日に大会現地に入りました。 
初夏のロシアは気候が良く、気温-湿度共に過ごしやすく、 
体調管理に関しては問題ありませんでした。大会運営は細か 
いところまで気遣いが行き届いており、また日本 チームに 帯 
同してくれた通訳の Irene Alexander は非常に優秀な女性で、 
空手の現役ロシア代表選手で日本文化にも理解があり、様々 
な事案において解決策を了寧に模索してくれて、海外経験豊 
富な岡本 コーチと 共に、交渉事を有利に進めて頂いたお蔭で 
様々なトラブルを回避することができました。 

滞在場所は、モスクワ市郊外のモスクワ川沿いの新興街の 
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ストやカットインを狙い続け、前半は10が11と粘りまし 
た。後半残り10分まで16対19と食い下がっていましたが、 
狭いサイドシュートとロングシュートを打たされ、スウェー 
デンの速攻を許す形となってしまい、18対 "2 目で敗戦とな 
りました。 

4戦目は地元ロシアでした。今大会はロシアのためのロシ 
アの大会の様相が強く打ち出されており、盤石の布陣であり 
ました。強力な CB と左もの長身 BP と PV、 そしてテクニッ 
クのあるサイド陣で、多角度から打ち込まれました。日本は 
4-2DF などあらゆる手を尽くしましたが、巧開策が見つから 
ないまま試合が進んでしまい、 GK 大沢と LW 眞方が孤軍奮 
闘しましたが、23対43と大敗を喫してしまいました。そ 
して、これまで好調を維持していた眞方が左膝を負傷し、今 
大会の出場ができなくなってしまいました。渡辺樹に続いて 
の負傷で大きな痛手となりました。 

予選リーダ最終の日戦目はオランダとの対戦でした。才 
ランダは様々な戦術を駆使して戦っており、育成段階から国 
としての方向性が感じられるチームであります。私がオラン 
ダの攻撃を見誤ったところがあり、前半はオランダにポス 
トシュートを数多く決められてしまう展開となっていまい、 
1日対17で折り返します。後半はその部分を修正し、攻撃 
陣は BP 河原細、渡部、斗米、山口と PV 青の連携の中での 
得点が増え、1日か14と盛り返しましたが、結果巧対31 
と悔しい敗戦となりました。 

予選リーグ2勝3敗の D 組4位で、決勝トーナメント進 
出となり C 組1位のルーマニアとの対戦となりました。ル 
ーマニアは、2年前の女子ユース世界選手権のチャンピオン 
であります。目標とする世界べスト8に進むために、分析 
の嘉数さんとルーマニア戦の戦い方を考える中で、ルーマニ 
アのエース LASLO Cristina を徹底的に抑える作戦に出まし 
た。シュートも強力で、セット、速攻においてアシストに優 
れる CB です。この世代きってのプレーヤーにがして、まと 
わりつく DF が得意な S 橋をつけて、ルーマニアのペースを 
乱すことを狙いとして戦いを挑みました。 

試合は、ルーマニアがペースでしたが、日本も粘ってつ 


今大会に戦うにあたり、初戦の中国戦と次のチリ戦をしっ 
かり勝つことが非常に重要と考えていました。昨年のアジア 
ジュニア選手権でも中国戦は終盤までもつれ込み、点差政上 
に苦戦していました。大会前の情報では、中国はアジア予選 
から6名の選手を入れ替え、戦力強化をして臨んでくるこ 
とが予想されました。岡本コーチとは、この2戦を落とし 
たら日本に帰れないぞ、と話をしておりました。 

様々な準備が功を奏したのか、初戦の中国戦は試合開始か 
ら DF からの速攻が上手く機能し、前半からリードを保ち試 
合を進めることができました。中国は予想通り、アジア選手 
権からメンバーが変わっており、攻撃面において昨年より洗 
練されていました。日本は DF でのマークミスが多く発生し 
ましたが、センター DF に入った渡辺樹が上手くフォローに 
入って、被害を最小限に食い止めてくれました。両サイドに 
入った眞方、藤田が速攻とセットの両面でシュートを高確率 
で決めて、優位に試合を進めることができ28対23で勝利 
しました。なお、中国は、日本戦の後に調子を上げており、 
ヨーロッパ勢に果敢に挑んでいました。今後の成長が見込ま 
れる大型選手も多く、警戒が必要であると感じております。 

2戦目のチリは世界選手権初出場ということでした。日本 
は終始リードを保ちながら39巧21で勝利することができ 
ました。しかしながら、この試合の開始2分で、国際大会 
初出場ながら DF の柱と PV として活躍していた渡辺樹が膝 
を負傷し、於降の試合に出場することができなくなってしま 
い、今後の戦いに向けて攻守両面で再構築をしなければなら 
ない状況となりました。 

3戦目はスウェーデン戦でした。昨年のヨーロッパ選手権 
で3位となった実力があり、伝統のスカンジナビア目-日 DF 
の完成度が高く、そこからの速攻が武器のチームでありま 
す。国としてのハンドボール哲学が浸透しており、フル代表 
とジュニアの戦術が同様に行われていると感じます。日本は、 
岡本 コーチの 攻撃戦術に理解が深まってきた選手達が、ポ 



•第 20 回女子ジュこア世界選手権 ♦ 


いていきました。日本の日+ 1DF に苦慮する場面も見られ、 
GK 大沢を中ふに DF も踏ん張りました。前半は13が16で 
折り返します。後半は攻撃陣が奮闘するも、 DF が1対1で 
負ける場面があり、最大目点差がつきましたが、 GK 中野の 
7mT セーブで流れを引き戻し、最後まで日 +1DF を継続 
しました。 ルーマニア も7人攻撃などを繰り出しましたが、 
上手く切り抜け、藤田、兰橋の速攻、山口のサイドで残り5 
分で1点リードしました。しかし、残り1分で DF を割られ 
て3日対3し残り4日秒で藤田から河原畑へのスカイが決ま 
り31が31としましたが、残り3秒で押し込まれたカット 
インで失点し、31巧32で悔しい敗戦となり、ベスト8入 
り叶いませんでした。 

予選リーグの結果から1日-16位決定戦にまわった最終戦 
は、アルゼンチンと戦いました。ベンチ全員が出場し、苦し 
い場面もありましたが、伊地知、高杉などが DF で踏ん張り、 
登川、澤井ものびのびとプレーし28対24で勝利、最終結 
果は1日位となりました。 

大会期間中、スタッフ陣はそれぞれの専門をこなす中で、 
多方面に渡る知識をチームのために還元して頂きました。ド 
クターの大西信 S 先生は、膝の怪我を負ってしまった選手の 
対応をしながら、通訳、コーディネーター、写真記録など 
を積極的に行って頂き、ルーマニア戦の前は、仮想 LASLO 
Cristina となって練習相手にもなって頂きました。トレーナ 
一の岩谷美莱子さんは、女性スタッフー人ということもあり 
大変だったと思いますが、時には厳しく、時には諭すように、 
様々な部分で選手の相談役としてふ身両面の細やかなサポー 
卜やケアを深夜まで行って頂きました。分析の嘉数陽介さん 
は、代表チームでの活動経験を活かし、いろんな情報を還元 
して頂きました。ゲームを観る眼に長け、独学の英語を駆使 
してロシアやフランスの分析班との情報交換をはかるなど、 
フットワークの良さと人懐こい性格でチームの潤滑袖として 
も活躍して頂きました。岡本コーチは、様々な視点で選手、 
チームを観て頂き、独自の攻撃戦術をチームに落とし込んで 
頂きました。大型チームを相手にした攻撃の考え方は、今大 
会非常に有効であったと思います。また、チームビルディン 
グの術に長け、チームが一つなるために、選手が成長するた 
めに、多くの仕掛けをして頂きました。ハンドボールだけに 
留まらない岡本コーチの経験や見地から沢山お話して頂き、 
選手の気づきを促してくれました。スタッフの献身的な働き 
に感謝申し上げる次第です。 

選手達は、これから上のカテゴリーで世界と戦うことにな 
ります。日本が世界で戦うために、そして、日本でのビック 
イベントにおいて臆せず自分を表現するためには、技術的に 
優れた選手がタフにならなければならないと考えます。この 
経験を糧として、世界の中で活躍して欲しいと思います。 

1圣我をしてしまった渡辺樹選手、眞ち彩帆選手の一日も早 
い復帰をふより願っております。 

女子ジュニア世界選手権を戦うに際し、ご支援とご協力戴 
きました多くの方々、誠にありがとうございました。 


U -20 女子日本代表キャプテン 

巧原畑巧子 

まず初めに多大なるご声援とご支援をいただきまして、本 
当にありがとうございました。第20回を迎えたジュニアの 
世界選手権はロシアのモスクワで行われ、時差もかなりある 
中、日本の皆さんが私達と一緒に戦ってくださった事が何よ 
りも自分たちの励みになりました。ありがとうございました。 

私達日本チームは D グループに入り、開催国であるロシア、 
オランダ、スウェーデン、チリ、中国と予選リーグを戦いま 
した。この大会に入る前、決勝トーナメントに進出するため 
には最初の二戦である、中国、チリには必ず勝たなければな 
らないと互いに喝を入れ合いながら臨みました。結果は、中 
国とは28対の、チリとは39対21と、確実に勝利を収め 
ることができました。スウェーデン戦は18が26という結 
果で、前半は粘ったものの後半に差をつけられてしまいまし 
た。ロシアとの試合では、自分達の思い描いてきたプレーが 
できず、23対43の20点差という大敗を喫してしまいまし 
た。この敗北は、私たち選手にとって大きな刺激となり、こ 
の日を境に小さな変化が起きてチームが一つにまとまってい 
くのを実感しました。そして臨んだオランダ戦では、21対 
35と目点差がついてしまったものの、内容的にはクイック 
スタート、速攻を重視したゲーム展開ができ、日本人の小さ 
さを活かして背の高いヨーロッパ人の嫌がる DF ができ始め 
た試合だったと思います。 

リーグ戦を4位で通過し、決勝トーナ^ント1回戦は、優 
勝候補でもあったルーマニアとの試合でした。最後勝ち越し 
を許してしまし人31が32で惜敗という結果でした。この 
試合では、スタッフの提示する事や選手内での約束事などが 
出し切れたと思います。勝てる試合で勝ちきれなかった甘さ 
や、前半から蓄積されていく一つのミスが最後にどれだけ大 
きな影響を与えるのかを学んだ試合でした。しかし、ルーマ 
ニア相手に30点越えの試合をしたのも日本だけという所に 
関しては、速攻がどれだけ効果的か証明できたと思います。 

順位決定戦ではテストマッチもしたアルゼンチンとの試合 
で28対24と勝利することができ、結果は1日位でしたが 
終始日本のペースで試合運びができたと思います。今大会は 
チームの軸でもあった2人が試合に出ることが困難な状況に 
なり、チームが不安に包まれそうなところを、2人がサポー 
卜の立場に回ってチームの軸として支えてくれました。様々 
な試練があった2週間でしたが、得たものはかなり大きかっ 
たと思います。ベスト8という壁を超えられなかった悔しさ 
を忘れず、さらなる精進をして巧きたいと思います。 

最後になりましたが、多くの方々に支えられ、何不自由な 
く試合に臨むことができました。この環境を当たり前だと思 
わず、チームに帰っても未来を見据えたハンドボールをして 
いきたいと思います。本当にありがとうございました。 
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帯■同■報■告 ■ 

分が嘉数陽介 


このたび、女子ジュニア日本代表 
チームの一員として、世界選手権に 
帯同させていただいたことに感謝を 
申し上げますとともに、大会報告を 
させて頂きます。 

今回の戦いは、まず予選リーグ突 
破の絶対条件として最初の2戦（中 
国、チリ）に勝利することが必須で 
した。狙い通りに連勝スタートを切 
れたことで、ベスト16入りは果た 
しましたが、エイトファイナルで敗 
戦し、ベスト8の目標達成は叶いま 
せんでした。しかしながら、2年前 
のユース世界選手権で銀メダルを獲 
得したロシア、同じく銅メダルを獲 
得したスウ:!:ーデン、さらには昨年 
シニア世界選手権で銀メダルを獲得 
し"オレンジプラン"で話題となっ 
たオランダが予選リーグで同組にい 
たことで、選手にとって非常に貴重 
な試合経験になったことは間違いあ 
りません。情報班としても、各強豪 
国の情報収集において重要な大会と 
なりました。また、エイトファイナ 
ルでは、今大を銅メダルを獲得した 
ルーマニアに1点差で惜敗し涙を飲 
みましたが、世界上位のチームに対 
してあと一^歩に迫る戦いができるこ 
と、同時にその1点をひっくり返す 
困難さと自分達に足りないものを選 
手•スタッフ巧々痛感致しました。 

「量的データから見る課題と今後の 
方向性」 

今大会の公式データから、日本 
のシュート内訳をグラフ化すると、 
Field Shot を最も多く巧たされてお 
り、その得点数は最も低いことに加 
え 、 Line Shot の本数が上位国と比 
ベて少ないことが分かります（図し 
2)。このグラフには、ライン際か 
らのシュートを排除されて、距離の 



Field Line Win 臣 Fast Brk 扔 ee 7m 
Shot Shot Shot Brk Tkr Thr Thr 


図 T JPN シュート種別の内訳（絶対値) 


DEN シュート内訳（絶が値） 


■州が 


I I UQoal 
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Field Line Win 巨 Fast Brk Free 7m 
I Shot Shot Shot Brk Thr Thr Thr 

図 2 DEN シュート種別内訳（絶対値） 


あるロング、ミドルシュート等を打 
たされたことが示されています。そ 
してこの傾向は、シニアの女子日本 
代表が示すものと同じであり、特に 
日韓戦では日本を知り尽くした韓国 
がこのような防御戦略でライン際を 
固めてきます。 

Field Shot をさらに細かく分析す 
るため、各シュートの結果の詳細 
に注目すると、日本が放った Field 


にも言えることであり、今後の解決 
策が求められると思います。 

今後の方向性として、違うエリア 
からのシュートチヤンス増大に注力 
するか、ロング、ミドルシュートに 
おいて、ズレた位置取り、タイミン 
グのバリエーション、投げの技術向 
上により、そのものの精度を上げる 
ことに注力するか、戦略、戦術とし 
ては多岐にわたると思います。その 
時にチームで選択した戦い方を全員 
が信じてやることが、現塌において 
最善だと考えます。 

長期的すホ策として、育成年代にお 
いて共通して大切だと言えること 
は、全てのベースとなる考え、巧術、 
フィジカルを、育成システムのなか 
で計画的に大きく作っておくことで 
あり、ロンダシュートひとつにして 
も、判断、打てる力、打ち分ける技 
術などのベース作りがさらに必要に 
なると思います。将来様々な代表監 
督のもとで様々な相手と対時し、多 
様な戦術に対応するには、基礎を固 
めておくことが必須になり、その上 
で個々の強みを発揮することでより 


Shot 80本のうち、21本が相手 DF 
にブロックされていることが示され 
ています。また、枠外へのシュート 
も計18本が記録されています。谣 


強く、崩れない、個性のあるチーム 
に近づくのではないかと考えます。 
これは決して容易な課題ではなく、 
莫大なチャレンジだと理解しており 


1 ) 

これらのデータから、日本の攻撃 
において示されている課題の Field 
Shot は、その多くが相手 DF の枝に 
当たっていること、またそれをかわ 
すために放ったシュートの多くが枠 
外に飛んでいることが示されていま 
す。そしてこの課題は、シニア代表 


ますが、このような特別な場所でチ 
ームの一員として関わらせていただ 
いていることに感謝し、少しでも結 
果に貢献できるよう、私もできるこ 
とを頑張ろうと思います。 

最後に、コートで身体を張った選 
手達にはふより敬意を表したいと思 
います。本当にお疲れ様でした。 


表1日本の各シュート率と結果の詳細 


TEAM TOTALS GOALS SAVED MISSED POST BLOCKED TOTAL % 

Field ShQl_14_ 27 一 1 し _5 _21 _ m 17 5% 


Lin 白 Shot 

27 

7 

2 

% 

3 1 

が；が 

67.5% 

Side Shot 

32 

27 

4 

9 

72 

44.4% 

faatbreak 

45 

15 

2 


2 

64 

70.3% 

Breakthrough 

35 

4 

i 


2 

42 

的 ‘3% 

Free Throw 

14 

5 

2 



21 

067% 

7M-Throw 

25 

3 

1 



29 

86.2% 
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戦評^ 

■ 7月3曰（日）：予選グループ 

日本28 (15-12、 13-11) 23中国 

初戦中国に先制されるも、渡辺（樹）のリバウンドゴールですぐに 
追いつき、その後眞方•藤田らの連続速攻で4対1とリードしてゲ 
-ムをスタート成功)。180 cm 才ーパ'-のプレーヤーを複数名要する 
中国の高さに慣れず6巧4と追われるも、藤田、河原畑のカットイ 
ンで9巧4とリード。中国たまらずタイムアウトも GK 中野や大ミ尺 
の 7 mT セーブで流れを渡さず、全員で粘りの DF から速攻の展開で 
21分まで12対8とリードをキープ。前半終盤長身ポストに苦しみ(前 
半でポス S に日失点）ながらも1日対12とリードして前半を終えた。 

後半も渡辺（樹）が体を張った DF でリズムを作り、藤田、高杉の 
速攻で18対]3とリード。その後攻めあぐみ始めた OF の中、巧原 
畑のスカイプレーや渡辺（樹）のポストプレーによる中国退場 7 nnT 
獲得、斗米の鋭いカットイン、さらには青のスーパーロングなどで 
43分過ぎまで22対17とリードをキープしてゲームが進んだ。し 
かしここから体格差に対抗し続けた疲巧から運動量が減り、中国に勢 
いを持っていかれ日3分22対23と1点差まで詰め寄られる。大変 
苦しい展開の中、河原畑の連続カットインで25が23、眞方、青の 
速攻で駄目押しし27対22 (日日分)、大事な初戦を勝利した。守備 
において GK 大沢、 DF 渡辺（樹）が終始重要な仕事をし、両サイド 
陣藤田、眞方が大活躍。そしてキャプテン河原畑がゲーム全体を良く 
まとめ上げた勝利であった。 

■ 7 月4曰（月）：予選グループ 

日本39 (18-8、 21-13) 21チリ 

立ち上がり固さが見られ凡ミスが続き、さらに開始2分 DF の要渡 
辺（樹）が負傷退場になり、重い雰囲気の序盤となってしまう。オフ 
m ェ ンス ではチリの DF のにい スぺ ースを利用し、また DF では GK 大 

ミ尺のファインセーブから眞方、藤田の速攻でなんとか6対2 (1日分） 

とリードしていく。しかしここからチリのアタック DF に足が止まり 
上手く攻撃ができない時間が続く。 DF でもチリのエースサウスポー 
の力強いアタックに対応できず1日分7対日と詰められたところで 
日本タイムアウト。落ち着きを取り戻した日本は斗米のコントロール 
から伊地知、眞方らが加点し12巧7とリードを広げたに0分)。焦 
りだしたチリを DF でミスを誘い、一気に速攻展開に持ち込み、伊地 
知や藤田らが次々に得点、15対8とさらにリードを広げたじ6分)。 
終盤も GK 神谷のセーブから眞ちの速攻、兰橋の速攻と手を緩めるこ 
となく加点し18巧8と大量リードで前半を終えることが出来た。 

後半も序盤から DF で優位に立ち、そこから速攻で藤田、眞方、青 
ら4連続得点で22対8 (34 分）と最高の展開。その後も勢いを止 
めることなく、河原畑、山口のカットインで加点し37分24対11 I 
と危なげない展開とする。最後まで全員で集中し、 GK 中野から和田 
への速攻。渡部（真綾）の力強いプレーも飛び出し、最後も高杉のゴ 
ールでしっかり締めく くった。 

■ 7 巧6曰（水）：予選グループ 

日本18 (10-11、 8-15) 26スウェーデン 

藤田の速攻で先制するも、非常に身長の高い SWE の DF に対し、 


慎重に考え過ぎ上手く機能できないオフ X ンスの序盤となってしま 
う。また DF でも大きさに押し込まれ 7 mT や退場とされてしまう （10 
分4対4)。10分を越えたあたりから SWE オフェンスに徐々に慣れ 
出した日本 DF は、牽制など運動量も増加し DF から藤田の速攻と狙 
いの展開となる6対4 (13 分)。その後も DF では粘るも、オフェン 
スでの動きが悪く連動した攻撃ができず、高さのある 6-0 DF を攻め 
あぐ み 逆速攻展開とされてしまラ。なんとか GK 大ミ尺が速攻 ノーマー 
クをセーブするなどでしのぐが21分8巧8とされたところでタイ 
ムアウト。斗米をセンターに配置し、オフェンス全体が動き出し、河 
原畑-山口のカッ^インで10が]1と1点差で前半終了。 

後半に入ってもオフてンスの攻め手が無く、逆速攻で3連取され 
てしまラ。それでも山口や河原畑の個人巧で追いすがり （12 対1已： 

36分)、いよいよ40分過ぎ日本がペースを握る。河原畑、青、山口 
が得点、続いて高おの速攻も飛び出し16対]7と反撃開始。さらに 
は SWE 退場でチャンスとなるも攻撃が単調となり単発となるケース 
が増加してしまう。数的優位も利用できず、逆速攻展開となり、4己 
分過ぎから10分間得点できず、その間に SWE にロングシュートと 
ポストの2対2で確実に得点を積み重ねられた。大型 GK の攻略も 
課題となった試合となった。 

■ 7 巧7曰（木）：予選グループ 

日本23 (9-18、 14-25) 43 ロシア 

優勝候補地元□シアとの一戦は、序盤ワイドに展開するオフェンス 
で狙い通り、間のスペースを広げ、斗米のカットインやサイドへのず 
らしが有効に機能した。置方の速攻も飛び出し開始7分3が3と互 
角の立ち上がりを見せた。しかしここから日本オフェンスが淡泊にな 
り、逆速攻で4連続失点となってしまった。その後もロシアの力強 
い速攻を守り切れず、16分4対12とされてしまった。 OF ではア 
ウトにずらすのが精一杯で、眞方がサイドから良くゴールするも点差 
は詰められず、9が18と大量リードされてしまった。 

後半に入り、 4-2 DF システムを試行ずるも、ロシアの大きな揺さ 
ぶりとポストプレーで確実に攻略されてしまい、開始早々3連取さ \ 

れて9対21となってしまった。3目分過ぎ藤田のサイドやカットイ 
ンで反撃しようとするも、逆速攻-ロング•ポスト•サイドとすべて 
において優位にたたれ失点を重ねた。また44分すぎにこの試合まで 
ずっと好調をキープし、全試合スターティングメンバーとして活躍し 
てきた眞方が、速攻で得点をとるも負傷退場となり、日本チームとし 
ては大きな痛手となった。 DF では GK 大ミ尺が孤軍奮闘しスーパーセ 
ーブを重ね、オフェンスでは手渡しプし一等のコンビにより有効に攻 
略するも、それもコンスタントに出せなかった。シュートも長身 GK 
をかわせず、終盤に兰橋や渡部のスピードプレーで一矢報いるも23 
巧43で完敗。 

■ 7 月9曰（±):予選グループ 

日本25 (10-17、 15-14) 31オランダ 

試合開始直後から試合への強い想いが空回りし、 OF においてイー 
ジーなキャ ッチミスやシュートミスを多発し、逆速攻などで6分い 
きなり0対4ビ八インドのスタートとなってしまう。8分過ぎに青 
の速攻でやっとファーストゴールを決めるも、オランダの低いライン 
の 6-0 DF システムにがし、連動したオフェンスができず、個々がバ I 

ラバ'ラとなってしまラ。青が速攻やポストで得た 7 mT を決め11分 
4巧8とするも、徐々にポストプレーで DF が崩され、18分過ぎ7 
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巧13と点差をにげられる。渡部のロングに2分）や斗米のカット 
インじ7分）などで粘るも、]0巧]7と攻略できずリードされてし 
まった。 

後半に入りオフェンスがやっとリズムが良くなり、オフェンスが 
連動しだし、河原畑•斗米のカットインで得点 （33 分：]3対19)。 
続いて GK 大ミ尺のファインセーブから速攻展開となり、青や斗米で 
加点し、37分16巧21と詰め寄る。さらに流れを離さない日本は、 
速攻で高杉のアシストから伊地知のポストや山口のカットインで]8 
対21と一気にオランダを捉えにかかった。もう一追いというところ 
であったが、オランダもタイムアウトで態勢を立て直し、44分19 
が25と再び点差を離されてしまう。52分22巧30と勝利は厳しく 
なったが、それでも河原畑を中むに最後まで誦めず、山口や渡部の口 
ングなどで日6分2日対30と意地をみせる。最終25が31のスコ 
アでオランダに敗戦。この結果予選ラウンド D グループ4位で決勝 
h —ナ六ント進出となった。 

■ 7 月11曰{月）：準々ミ夫勝 

日本 31(13-16、 18-16) 32 ルーマニア 

いよいよ決腊卜ーナ;>< ント。 C グループ1位のルーマニアとの決戦。 
試合前ミーティングで辻監督の激によりチームー丸となって臨んだ日 
本は、開始直後から OF で全員が良く連動し、狙いとしていたポスト 
プレーで青が連続得点を決める。 DF からの速攻も繰り出し藤田のゴ 
-ルで開始日分3巧3と八イペースの試合となった。ルーマニアに 
先制されていくも、ルーマニアオフェンスに巧し日本の己- 1 DF シス 
テムが機能し、開始1日分間完全に日本ペースの内容であった。内容 
は良かったがシュートミスなどでチャンスを逃し1日分3対7と離 
されたところでタイムアウト。ルーマニアエース13番にマンツー気 
味にアタックするシステムを再確認。 DF で運動量がルーマニアを上 
回り、逆速攻で藤田、渡部のロングでしぶとくついていく （1 日分： 
目対11)。1日分過ぎからさらに日本は加速し、青のポス S 、 藤田の 
速攻などで 2] 分11対13と追撃。ルーマニアたまらずタイムアウト。 
その後も GK 大ミ尺が安定したキーピングを見せ、一進一退の展開が続 
く中、2日分まで日得点と活躍の青が負傷退場となってしまう。しか 
し OF で斗米と山口が良く連動し粘り強く13巧16で横らいついて 
前半終了。 

後半に入っても日本のチー ムの 動きは良く、34分14対17でル 
ー マニア退場のチャンスもパスミス*キャッチミスで逆に点差を広げ 
られてしまった （38 分：]日巧21)。斗米のカットインや青のポス 
卜で得点するも 力の ある ルーマニアの OF に徐々に押し込まれ 4] 分 
14対20。誰もがやはり敗戦との雰囲気となる中、ここから日本チ 


—ムだけは請めない。兰橋を中むとした運動量のある DF でルーマニ 
アに得点を許さず、藤田のサイド、河原畑の速攻、青のポストで42 
分21巧24と追撃。さらに日本チーム退場 7 mT のピンチも46分 
GK 中野がビッグセーブで流れを引き寄せ、ここから7分間で河原畑* 
斗米のカットインなどで猛攻。日3分云橋の強気の速攻で27巧27 
と遂に同点。懸命の DF で失点をされず、山口のサイドで日日分28 
巧27逆転に成功する。ルーマニアをぎりぎりまで追い詰めるが、強 
引なカットインに押し切られ 7 mT などで残り]分30対31再逆転 
されてしまう。残り42秒タイムアウト。最後の攻撃となった日本が 
選択したのはチームプレー。スペクタクルなスカイプし一をキャプテ 
ン河原畑が決め、残り]8秒で奇跡の同点とする。しかしルーマニア 
の最後の捨身の攻撃に残り3秒ゴールを奪われジャイアントキリン 
グならず。31巧32、一点差の大変悔しい敗戦となった。 

■ 7 月12曰{火）： 9-1 6位決定戦 

日本28 (1 日-14、 13-10) 24アルゼンチン 

アルゼンチンとの一戦は序盤日本の動きが悪く、日が2ビ八インド 
スタートとされてしまう。前半2分すかさず兰橋を上げるアタック 
DF に切り替えるも、広くなったスペースを強く押し込まれ 7 mT が 
増えてしまラ。嫌な流れを GK 中野が 7 mT を、 GK 大ミ尺がノーマー 
ク速攻をセーブし救う〔4分)。それでもオフェンス • DF 共に足が全 
く動かず、9分2巧目とされたところでタイムアウト。 4-2 DF シス 
テムを導入しリズムをつかもうとしたが、アルゼンチンオフェンスを 
ファウルできず継続されポスト、カットインと思ラように打開されて 
しまラ。13分過ぎやっと兰橋の速攻が出るも、 DF がポスト中私に 
やられて19分7巧13と大量リードされてしまう。2日分過ぎにや 
っと DF がアルゼンチンの強引なプし一に慣れ出し、渡部のシャープ 
なロングから始まり、速攻で三橋、藤田、佐々木と連取に成巧、24 
分]3対13と一気に追いつく。その後も我慢の展開となり、斗米の 
ミドル、伊地知の速攻で1日巧14の]点リードで前半を終えた。 

後半序盤 GK 大ミ尺がナイスセーブ連発でアルゼンチンにぺースを渡 
さず高杉のカッ K から速攻で3日分17が1日。セッ[^オフェンスで 
はク□ス攻擊が機能し、渡部の□ングで18対15。その後も GK 大 
おを中むに DF で踏ん張り、1日分間1失点に抑え40分20お M 己と 
リードを広げた。ここで勝負をつけるチャンスであったが、速攻での 
自分たちのミスで勝負所を逃し続け、アルゼンチンに粘られてしまう 
(4 已分：17対20)。4目分過ぎからやっとまたリズムをつかか、兰 
橋や藤田のサイドで49分23対17とセーフティーリード確保に成 
功する。時間をコントロールしながら河原畑、青が加点し、最後は登 
川の速攻でだめ押し、28対24で最終戦を勝利で終えた。 


け公 vj > QMMMM 


表彰 

記念式典 
各種セ S ナー 
各種パーティー 
国際会議 


-海外航空券手配 
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• 語学研修 
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’社員旅行 
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-貸切バス-周年旅行 


*訪曰か国人旅行 


-公官庁主催お聘フ□グラム手配 
-訪日されるお客様に合わせたフラン 
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簾辦凰 

を國夕參す夙^ドが一化 
獲柔擔ホ蹇@雄陸ホ含 


西地区大会を終えて 


撮終順位】 


■男子 

優勝；フレッサ福岡 
2位；宮崎フェニックス 
3位： HC 大分 

あらかき歯科 


■女子 

優勝：コスモスビッキーズ 
2位：レキオクラブ 
3位：徳山クラブ 

香川レディース 


戦評 


大分県 ハン ドボール協会事務局長 上村英司 

第36回全日本クラブハンドボール選手権大会西地区大会が、 
7月9日化）’10日（日）の2日間、大分市の コンパ ルホール 
他4会場で開催されました。大分県も含めて九州地方はそれまで 
雨がずっと続いていたのですが、奇跡的にもこの2日間は好天が 
続きました。室内でウォーミングアップができる会場が確保でき 
なかったことや、選手が荷物を抱えて会場へ移動すること等を考 
えると、運営側としては幸運に恵まれていたと思います。 

また、この大会は、日本協会公認審判員の上級審査の対象大会 
でもありました。 A 級- B 級合わせて31名の受検者が審査のた 
めに吹笛するゲームが多くあったためか、他の大会とは違う種類 
の緊張感も感じられました。私も地元審判員として3試合担当さ 
せていただきましたが、受検する審判員の方々が、試合を観戦し 
ながら意見を交換したり、暇を見つけてはルールブックを読んで 
いたりする姿を見て、自分が審判を始めた頃の新鮮な気持ちに戻 
ることができました。本来あるべき『審判員の大会に臨む姿勢』 
を思い出させていただいたことに感謝しています。 

大会は一日目予選リーグ、2曰目順位決定トーナメントの形で 
行われました。ハンドボール経験の長い選手が多い大会であるた 
め、好プレーだけでなく観客の目を楽しませようとするトリッキ 
一なプレーも随所に見られました。仕事や学業の傍らでトレーニ 
ングや練習を積み重ねてし、るとは思いますが、2日間で3〜4試 
合を戦うのは大変ではないかと察します。選手の皆さんのハンド 
ボール愛が運営の私たちにも十分に伝わってきました。 

雄城台高校で使用する電光掲示板を借巧にいったところ操作鑑 
がなくなっていて、急邊手でめくる得点表示に切り替えたことや、 
折からの長雨で舞鶴高校の配電盤が漏電し照明が点かなくなった 
こと（試合開始時間には復旧）等々、予期せ姑トラブルは数え切 
れないほどありましたが、それぞれの現場で会場責任者をはじめ 
とする大分県協会のスタッフが素早く適切に対処してくれたおか 
げで、何とか乗り切ることができました。こちらの準備不足から 
チームの皆さんにもご不便-ご迷惑をおかけしましたが、言いた 
いことを飲み込んでゲームに集中していただいたようで、当日の 
クレームや要望は一件もありませんでした。また、今大会には、 
多くの高校生が補助員として参加し、会場には多くの小.中学生 
が観戦に来ていました。クラブチームで楽しみながらも ハン ドボ 
ールに 真剣に打ち込む選手の皆さんの姿を大分の子どもたちに見 
せることができたのは、この大会で得た大きな収穫のひとつであ 
ると感じています。 

最後になりますが、本大尝の運営にあたりご協力をいただいた 
全ての方々にムよりお礼申し上げます。ありがとうございました。 


【男子決勝】 

フしッサ福岡 26(17— 12、9 — 11)23 宮崎フェニックス 

W 強豪あらかき歯科を準決 

^7 勝で破ったフレッサ福岡は、 

* 7' 決勝戦でも前半からフット 

ワークを活かした激しいデ 
イフェンスで堅い守りを見 
せる。対する宮崎フェニッ 
クスは早いパス回しからの 
カットインなどで得点を重 
ねていく力 《 、連戦の疲労か 
らかなかなかペースに乗り 
切れない時間帯が続く。 

フレッサ福岡の BP 瀬戸 
の最快なミドルシュート、カットインで得点しチームに勢いを 
もたらすと、フレッサは相手の攻撃ミスを見逃さず速攻でも着 
実に得点を重ねる。宮崎フェニックスも負けじとスカイプレー 
を前半終了間際に成功させ、日点差で後半を迎える。 

後半に入ってもフレッサのディフェンスは綻びをみせず、落 
ち着いた試合運びを見せる。宮崎フェニックスは、相手にフィ 
ジカルで劣る部分を速攻などスピードで打開しようとするが、 
ディフェンスが踏ん張りきれずなかなか点差が縮まらない。終 
了間際、リードしているフレッサ福岡は新ルールで認められた 
CP 7人での攻撃を試みるも失敗。宮崎フェニックスはその隙 
を見逃さず、速攻から得点に結びつけ一矢報いた。 

絶えず声を出し、八ードワークを顧わず、選手、ベンチ、応 
提団が一体となって戦ったフレッサ福岡が、見事優勝を飾った。 

【女子決勝】 

コスモスビッキーズ 17(6 —4 J 1—8)12 レキオクラブ 

女子決勝は、沖縄-しキオクラブ vs 大分•コスモスビッキ 
ーズという、九州同±の戦いとなった。 

立ち上がりお互い波に乗れない中、レキオクラブは巧みなセ 
ット攻撃でシュートまでい くも、コスモス ビッキーズの守護神 
岩丸がそれをシャットダウン。 一 方、 コスモス ビッキーズは相 
手の激しいディフェンスになかなか得点を伸ばせずにいた力 《 、 
阿部のカットインなどで得点を重ね、前半4巧目と コスモス ビ 
ッキーズが リードで 折り返ず。 

後半に入ってから、レキオクラブは7番中地や13番砂川の 
強烈なロングシュートで得点を重ね追い上げを見せる。その後 
も、 7 mT のチ ヤンス や ノーマー クのチ ヤンスを 作り一気に追い 
上げたいところであったが、ことごとく GK 岩丸によって得点 
を阻まれ追いつくことができない。 一ちコスモス ビッキーズ は、 
後半から交代で入った選手が走力を武器に加点していき、逃げ 
切り態勢に入る。 

結果、地元大分の大応麗团の力を受け、メンバー隙力戦で戦 
い抜いたコスモスビッキーズが17巧12でレキオクラブを下 
し、見事優勝した。 
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ツサ福岡 


フレッサ福岡 GM 兼監督栗崎純一 

今回、多くのでに火分県までお越しいただき、に援してく 
ださった事で大きな九になりました。また、応援団を設立、 
横断幕まで準備いただき、誠にありがとうございました。 

私達フレッサ福岡ハンドボールチームは、2日1日年4巧に 
楠岡県糸島市にて活動を開始し、昼間は農業をしながら夕方 
からハンドボールを行うという、日本では新しいチーム形態 
で第1次産業とスポーツ界を盛り上げられるように日々活動 
を巧っています。 

今回、活動開始から3か巧という短期間で、第3目回全国 


クラブハンドボール選手権大会-西地区大会にて初優勝がで 
きた大きな要因は、前巧に長崎県佐世保ホにて開催された九 
州クラブ選手權1回戦で、前年度優勝チームの長崎社中さん 
に17点差で負けた時の悔し源だと思います。あの敗戦後に 
全員で話し合い、徹底して走り込みをしてきました。每日農 
業をした後に化いたり倒れるまで走り、徹底的に自分達の短 
所を消して、一人一晋を テーマに 各選手考えながら練習に励 
んできました。また、きつい練習では負ける悔しさと天砰に 
かけて頑張ってきた結果がこのような形となりました。 

これから2018年度日本ハンドボールリーグに参戦できる 
よう、チームーかとなり全力で頑張りますので応援よろしく 
お願いいたします。 



女テ優勝：コスモスビ* 


コスモスビッキーズ監督阿音 [ H ま 


織 


今回の西地医大会は、一昨年の優勝を再び地元大分で実現 
したいという思いで臨みました。1回戦は HC 長崎、2回戦 
は神埼クラブと勝ち進み準決勝は徳山クラブと対戦しまし 
た0前半は自分たちのペースで試合を進めることができ、後 
半に入り2点差まで追し、詰められる場面'もありましたが全体 
的に自分たちの「守って速攻」で試合を優位にすすめること 
ができました。決勝は、沖縄県のレキオクラブとの対戦でし 
た。試合前にを員で「地元開催で決勝までいけたから、とに 
かく全員ハンドでみんなで試合を楽しもう」と声をかけて試 
合に臨みました。2試合目ということで、前半は而チームと 

も足が思うよう 
に動かずなかな 
か得点を重ねる 
ことができずに 
ロース コアで終 
わりました。後 
半からは、 コス 
モスの持ち味で 
もある「全員ハ 



ンド」1日人でフホローしながらみんなが得点することがで 
き、チームコスモスで最後まで戦え17対12で勝ち、優勝 
することができました。決勝戦が一番チームで戦うことがで 
きたように思います。また、地元大分の声援がなによりも私 
たちの力となり今回の優勝につながったと思います。今回の 
大会の成功に向けて運営や準備をして頂いた大分県ハンドボ 
ール協会の皆様、また会場作りや役員をして頂いた大分県内 
の高校生の皆様、ハンドボール関係者の皆様ありがとうござ 
いました。 
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窮辦圓 

を國夕參す槪ドが一化 
獲蕾 檐ホ慧 雄 區お含 


【最終順位】 


■男子 


■女子 


優勝： HC 同志社 
2位： F 5 VT 0 KAI 
3位：高山 A ンドボールクラブ 
4位： HC 新漏 


優勝：いろは 
2位：小松クラブ女子 
3位：大阪教員 
4位：兰重娘 


中地区大会を終えて 



兵庫県 M ンドボール協会副理事長 

兵庫県ハンドボール社会人連盟委員長 松本茂宏 

2013年に「兵庫県社会人ハンドボール連盟」を立ち 
上げ早3年になりました。初年度は、組織や内規を作成 
する事務仕事に時間を取られる日々が続きました。その 
お蔭で組織もまとまり、創意工夫を凝らし「一致団結」 
して何事にも全力で向き合う事ができ、兵庫県の大会終 
了後に反省尝を毎回開催し、より有効に大会運営をこな 
せるようになりました。 

今年度は、兵庫県ハンドボール協会にとってを国大舎 
が3つもあり、会長はじめ理事長、役員が色々な事案の 
対処に忙しい日々でありますが、昨年12巧に開催され 
た「第39回全国高校選抜大会」は高体連の若い力が結 
集し、無事に終了することができました。 

今回の「第36回全国クラブハンドボール選手権大会’ 
中地区大会」開催にあたり、会場の手配、予算案等を昨 
年の12月頃から殺員と幾度となくミーティングを重ね 
ました。その中でも、テクニカルデレゲート a 义下 TD 
と記す）を養成する事が一番の課題でしたが、兵庫県の 
全社会人の大尝にて審判部が TD の研修会を開偶して下 
さり、各社会人のチームより2〜4名を育成し、オフィ 
シャルにおいては近隣の高校生が前年度の全國大会での 
経験を生かし、難なくこなすことができました。 

開会式が7巧8日（金）午後6時3日分より加古川市 
立総合育館にて行われ、大会初日は2会塌に分かれての 
競技となり、ム配していました TD の課題、時間配分等 
に特に問題なく初日が終了しました。 

2日目は1会場に集約されるので集中して管理体制が 
取れることができ、初日とは違う緊張感はありましたが、 
役員共々気を抜くことなく無事に決勝戦を迎えました。 

大会の結果、優勝は男子が HC 同志社（京都府)、準 
優勝 FSVTOKAI (愛知県)、3位高山ハンドボールクラ 
ブ（岐阜県)。女子優勝は、いろは（京都府)、準優勝 
小松クラブ女子（石川県)、3位大阪教員（大阪府）と、 
1回戦から決勝戦まで選手の皆さんの熱い思いの戦いで 
大いに盛り上がりました。 

最後になりしたが、社会人のために素晴らしい大会を 
企晒していただきました「公益財团法人日本ハンドボー 
ル協尝」、そして、大会のお世話をしていただきました 
関係各位の皆様に感謝とお礼を申し上げ、拨ホ多にかえさ 
せていただきます。 


【男子決勝】 

HC 同志社32 (16-7、 16-21) 28 FSVTOKAI 

地元近畿の HC 同志社 
と一昨年度3位の FSV 
TOKAI とのが戦となった決 
勝戦。 FSV のスローオフで 
始まった。開始1分同志社 
が児玉の7 mT で先制する。 

同志社は粘り強い DF から 
得点を重ねていき、4対0 
と引き離ず。7分には同志 
社は退場者を出すが、リー 
ドを保ったまま中盤戰に入 
る。さらに同志社は、 3-2-1 DF から林の速攻や赤岩のポストシュート、 
児玉の 7 mT で]2対已とリードを広げる。一方の FSV は、]8分に 
退場者を出し、攻め手を失ってしまう。流れを変えたい FSV は19分 
にタイムアウトを取る。これが上離されたくない FSV だったが、同 
志社の堅守により]6対7とさらにリードを許して前半を折り返した。 

後半は落ち着いたプレーで、両チーム得点する。4分 FSV は再び 
退場者を出し、点差をさらに広げられ、苦戦を強いられる。中盤、両 
チームともに退場者を出し、その間に FSV は2点を取り返すと、同 
志社•児玉をマークして相手ミスを誘い、速攻などで追い上げる。17 
分同志社に退場者が出たと同時にプレッシャー DF に切り替え 、 FSV 
の反撃が始まる。流れの悪い同志社はタイムアウトをとったが、ミス 
は続く。 FSV は4点差まで詰め寄ったが、前半のリードを生かした同 
志社が、32巧28で優勝を飾った。 



【女子決勝】 

いろは22 (8-7、 14-14) 21ル松クラブ女子 P 

どちらが勝っても初優腊となるいろはと小松クラブ女子の決勝 
戦は、いろはのスローオフでスタート。目- 0 DF のいろはに巧して、 

日- 1 DF のル松、クラブ。開始2分、いろは•山口のシュートで先制、お 
互いの DF を崩すことができず、開始1日分で3対3と スロース ター 
卜な展開となる。 その後も一進一退の攻防が続き、いろは•淨慶、ろ 
井の速攻で7巧目。このまま引き離ずかと思われたが、ル松も巧村の 
サイドシュートで応戦、7対7の同点となる。前半終了間際にいろは. 

山上がノータイムフリースローを決ゆ、歓喜に沸いた前半は8巧7で 
終了。 

後半開始早々、いろは •山 口のパスカットからの速攻で先制。勢い 
に乗るかと思われたが、ル秘*青柳のミドルシュートと 7 mT で同点 
とする。13分いろは•蔵城のカットインをきっかけに、17巧1巳と 

勝ち越しに成巧、 

その後も最後まで 
シーソーゲームが 
続いた。 2] 巧 2] 

の同点で迎えた終 
了 30秒前、いろ 
は*阪本がサイド 
シュートをねじ込 
み、それが決勝ゴ 
ールとなりいろは 
が初優勝を飾った。 
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男子優勝： HC 同志社 


HC 同志社森賢太郎 

この度、第36回全国クラブハンドボール選手権大会•中 
地区大会において優勝できたことを大変嬉しく思います。 
JOT の京都府予選で敗退した後、 「 JOT に出場することはで 
きなかったが、それに相応しい実力があるということを証明 
しよう」と臨んだこの大舎に、不安などは一切なく自信に綱 
ち溢れて兵庫に向かいました。1日目は、対戦相手を突き放 
し大差で圧勝することができましたが、2日目の準決勝、決 
勝は険しいものでした。 

準決勝の高山ハンドボールクラブとの試合は、我々にとっ 
て今大会最大の山場となりました。高山の堅い DF からの素 
早く力のある速攻に圧倒され、前半は2点ビハインドで折り 
返しました。後半にも高山の速攻に圧側されましたが、「い 
つか必ず流れがこちらに来る」と信じ、粘り強い DF を展開し、 
攻撃でも粘ってノーマークを作り、点差を開けられることな 
く時間が流れました。退場者を出す場面でも、力強い守りで 
相手にしがみつき、試合終了のホイッスルが鳴り、スコアを 
見ると29対27で勝利。「自分たちはこんなところでは負け 
られない」という我々の意志が勝ったのだと思います。 

決勝の相手は愛知県代表の HSV TOKAIo 実力者ぞろいの 
チームでしたが、我々雑草集团の目には優勝の文字しか見え 
ておらず、開始直後から3 : 2 : 1 DF を敷き、堅いディフエ 


ンスからボールを奪い、全員で相手陣地へなだれ込む、がむ 
しゃらで勢いに任せた速攻で、前半9点の決勝戰らしからめ 
大差で折り返しました。しかし、後半になると HSVTCIKAI 
に意地の マンツーマン DF を敷かれ、こちらのペースを崩さ 
れた結果、追いつかれそうになりましたが、そこで試合終了 
のホイッスル。 JOT 京都府予選では2年連続で敗れ、自分た 
ちの実力に対する不信感が漂った時斯が少なからずありまし 
たが、優勝が決まった瞬間、自分たちの実力を証明できた喜 
びが湧き上がりました。 

我々 HC 同志社はこの夏に、日本リーグ•チャレンジディ 
ビジヨンが控えています。昨年度は、最終成績4位でしたが、 
この大尝で優勝できたことを弾みとし、チャレンジディビジ 
ヨン初制覇をおいます。 



女子優勝：いろは 


いろはを将習田佳代 

いろはは、結成6年目でチームとしてはまだまだ日が浅く、 
メンバー自体も安定しない苦しい状態が続いていました。ま 
た、今年度は世代交代ということもあり、不慣れな状態の中 
でチャレンジャーとしてこの大会を迎えることとなりまし 
た。大会前にも、メンバーそれぞれに仕事や家庭があったり、 
家が遠方、ったりと、練習にも中々人数が揃わず、しっかりと 
した練習もできていない状態でした。 

そんな不安な気持ちを抱えたままでの大尝ではあり 
ましたが、この3試含全てでチームが一丸となり、「と 
にかく楽しむ！」という、いろはのチームカラーが出 
せた試合ができたと思います。ミスをする、点数を取 
られる…チームとしてはマイナスの事でも、絶対に雰 
囲気を壊さない、次に繫げてプラスにするようにと、 

監督をはじめチームで強く意識して挑むことより、コ 
ート内の声やベンチからの声はどんな時も絶えず、ま 
た、前向きな言葉しか飛び交っていなかったように思 
います。コートの中で戦っている人、ベンチで声出し 
て応援をしている人、1人1人の勝利への思いが今回 
の優勝に繫がったと思います。 


今回の大会においての優勝という結果は、チームを活気づ 
けることとなり、本当に貴重なものとなりました。この経験 
と気持ちを忘れず、これからもチームとしての発展とハンド 
ボールの活性化にも貢献できるよう、いろはらしく活動して 
いきたいと思います。 

監督より「チームのメンバーの友情-勝利への強い気持ち 
で優勝という結果が出せたと思います。応援して下さった皆 
様にも感謝の気持ちでいっぱし^です。ありがとうございまし 
た。」というコメントももらっています。 

最後になりましたが、応援して下さった方々、また、大会 
主催者、関係者の方々、本当にありがとうございました。 
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【最終順位】 

■女子 

優勝：宮城ケヤッキーズ 
2位：オレンジクラブ 
3位： SAKURA クラブ 


東地区大会を振り返り 戦評 

化瓶!社会人ハンドボール連盟理事長髙橋英明 【 男子決勝 】 

甲府クラブ 37(1 日一6、 22 — 12)18 東陽 


今回の大会は北海道で初めて開催されるクラブ選手権 
であり、また北海道新幹線が開通して初めての大きなハ 
ンドボール大会として、昨年オープンした函館アリーナ 
と函館大学体育館で開催されました。ゴヒ海道ならではの 
涼しい気候の中、たくさんの熱戦が繰り広げられました。 

昨年までとは異なり今年度は、男子は12チームが参 
加、3チームによる予選リーダと決勝トーナ>< ント、女 
子は9チームが参加、 3チームによる予選リーグと各組 
1位による決勝リーグ戦を採用、参加チームが複数の試 
合を戦ってもらえるよう変更されました。試合は全体的 
に僅差の試合が多く、最後まで気を抜けない試合が続き 
ました。 

その中で、男子優勝の甲府クラブはフットワークが良 
く、最棱まで走り切れる選手が多かったように思われま 
す。マンツーマンディフェンスを見せるなど、他を圧倒 
する走力を身に着け、優勝する要因となりました。 

一方、女子も予選リーグで1点差、引き分けのブロッ 
クもあり、どこが予選架破するかわからないという状況 
もありました。クラブチームらしレ\駆け引きで勝敗が決 
する試合も見られ、若手とベテランがお互いに持ち味を 
出した面白いゲームが多く見られました。 

試合後には画館の観光を楽しむチームもありました 
が、決勝トーナメントや決勝リーグへ進んだチームは、 
弾けるわけにもいかず、少し消化不良といったところで 
しよラか。 

また、やはり北海道は遠いということになるのでしよ 
うが、帰りの飛行機の時間を気にされるチームが多くみ 
られました。新幹線が開通している函館で開催するのが 
いいのか、各地へも空路をもち、羽田空港へも遅い時間 
まで飛行機が飛んでいる新千歳空港を擁する化幌で開催 
する方がいいのか、観光地-函館でホテルの確保ができ 
るのか、次回までに考えなければならない多くの課題が 
明らかになった大会となりました。 

多くの方々に足を運んでい 
ただき、満足してもらえる大 
会運営をできたかどうか、い 
ささかふ配ではありますが、 
無事大会を終えることができ 
ましたことを皆様に感謝し、 
お礼申し上げます。 


男子決勝は、前年優勝の甲府クラブと、準決勝を延長戦の末勝ち上が 
った東陽の対戦となった。前半2分、甲府クラブが日原選手のシュート 
で先制すると、東陽も負けずに3連取しすぐに逆転する。その後、甲府 
クラブは足を使った攻撃で反撃を開始。前半9分には3対3の同点に追 
いつく。延長を戦って疲れのみえるま陽は、甲府クラブに速攻を許して 
しまい、11分過ぎには3対6、17分には4巧1日と差をにげられた。 
その後も着実に得点を重ねた甲府クラブが前半を1日対6と大きくリー 
ドして折り返した。 

後半に入っても甲府クラブの運動量は衰えず、終始東陽を圧倒、37巧 
]8で快勝、2連覇を飾った。 


才しンジクラブ‘横倉の得点からスタートした試合、 SAKURA クラブ 
もすぐに取り返し、11分過ぎまで日対日の互角の戦いを見せる。しかし、 
徐々に高い身長を活かした DF が機能してきたオレンジクラブは、12分 
が降相手に得点を許さず、一気に引き離し16対7で前半を終了した。 

機半に入っても大勢は変わらず、オレンジクラブは固い DF から余裕 
を持った試合運びで24巧]]とゲームを制した。 


宮城ケヤツキーズ22(11-5、11-10)1己 SAKURA クラブ 

今大会最終戦。全チームに優勝の可能性を残ず大事な一戦となった。 
立ち上がり2分まで両チーム得点を挙げられない展開となったが、宮 
城ケヤツキーズ.齡木のシュートで初得点を挙げると、1日分過ぎまで 
SAKURA クラブに得点を与えず日連取。 SAKURA クラブが執巧のポス 
S 、 大富のシュートで2点を返すが、 7 mT を外すなど波に乗れず、11 
対己と宮城ケヤツキーズがリードして前半を折り返した。 

後半、 SAKURA クラブが意地をみせて S 分までに10が12と追い上 
げる。ここから両チームミスが目立ち得点を伸ばせなかったが、宮城ケ 
ヤツキーズがベテラン橋沼の好リードから1点ずつ得点を挙げて、じね 
じわと差をつけ始める。最後まで粘る SAKURA クラブを突き放し、22 
対1日で初優勝を手にした。 



【女子決勝リーグ】 

オレンジクラブ 24(16-7.8-4)11 SAKURA クラブ 


宮城ケヤッキーズ 24(14— 11、10 -10)21 オレンジクラブ 

決滕 I 」ーグ初戦を快勝したオレンジクラブが、勢いに乗って宮城ケヤ 
ッキーズと対戦。しかし、元気なケヤッキーズは立ち上がりから飛ばし、 
3対日とリードする。その後、才しンジクラブもぺースを取り戻し、12 
分に同点に追いつく。身長で劣る宮城ヶヤッキーズだが、全員で動き回 
り14対11で前半を終える。 

後半、多少疲れが出始め、退場者を出したオレンジクラブであったが、 
高山、一木を中むによく守り、一進一退の攻防を繰り広げる。後半11 
分過ぎに才しンジクラブが同点に追いついたところで宮城ケヤッキーズ 
がタイムアウトを請求。これが巧を奏し4連取、今度はオレンジクラブ 
がタイムを取るが直後に退場者を出し、5点差に広げられてしまう。残 
り4分から3連取するも最後にダ刈甲し点を許してしまいタイムアップ。 
宮城ケヤッキーズが熱戦を制した。 
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宮城ヶャッキーズ加藤久美子 

私たち宮城ケヤッキーズは、平成13年のみやぎ国体に 向 
けて平成11年に結成されたチームです。平成12年の第己 
回ジャパンオープントーナメント大会優勝、平成13年のみ 
やぎ国体第3位という結果を残してな来、今日まで活動を休 
止していました。しかし今年、クラブ選手権に出場しようと 
新たなメンバーを募り、全国大会出場を目指し練習しました。 
± • 日を中ふに地元の高校生と一緒に基礎練習やゲームに取 
り組んできましたが、メンバー全員が揃うことはなかなかで 
きませんでした。しかし、どの><ンバーとプレイしても合わ 
せることができるように、チームで声を掛け合って練習しま 
した。6巧18’19日に行われた東北クラブ選手椎大会では、 
1試合目はなかなか自分たちの思うようなゲーム運びができ 
ず、苦しい展開でしたが、試合を重ねるごとに連携が取れる 
ようになり、チームとしての一体感が出てきました。その結 
果、優勝することができ、目標であった全国大会の出場権を 
勝ち取ることができました。 

その全国大会では、 NEW ケヤッキーズ結成当初から、チ 
ームみんなで口ずさんでいた、『力の限りなゴーゴ、ゴーッ 


因 

【決勝】_ブラジル VS クロアチア_0 : 2 (15- 19, 18-21) __ 
【3効八ンガリー VS カタール1: 2 (1 己-14,1斗-20, 6-7) 

•最終順位 • 

①クロアチア 
霞ブラジル 
@カタール 
® ハンガリー 
©スペイン 
©ウクライナ 
③オマーン 

⑨ エジプト 
@パ'-レーン 
©ウルグアイ 

⑩ USA 

⑩才ーストラリア 


!!』を合言葉に、1試合1試合全力で戦いました。予選リー 
グでは、練習の成果を発揮することができ、決勝リーグに進 
むことができました。決勝リーグでは、2試合とも厳しい試 
合展開ではありましたが、一人一人が役割をしっかり果たし、 
得点を重ねることができました。ゴールキーパーを中ふにア 
グレッシブなデイフエンスをすることで、相手のミスを誘い 
速攻へつなげることを徹底しました。チーム全員が最後まで 
力の限り戦い抜いた結果が、今回の優勝につながったと思い 
ます。また、決勝リーグ当日、朝ホで食べた海鮮井も優勝へ 
の原動力になったと思います。画館の美味しいものをたくさ 
ん食べることができ、とても巧実した全国大会でした。 

日時： 7 月 12 日〜 17 日 
場所：八ンガリー.ブダペスト 


女子 


峽勝】ブラジル VS スペイン ]_:2 (18-8, 12-16,4-7) 

【3 決】八ンガリー VS ノルウェー 1 : 2 (16-12, 17-20, 6-8) 

•最終順位 • 

①スペイン 
©ブラジル 
感ノルウェー 
@八ンガリー 
©イタリア 

©チャイニーズ • タイペイ 
③アルゼンチン 
©オーストラリア 
@タイ 

©ポーランド 
⑩ウルグアイ 
⑩チュニジア 
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ドイツ-ライプツィヒ 
で学んだ子どもための 
八ンドボール指導 

P ••: j 中山紗織 

筑波大学大学院 

M^{ 

わたしは 2014 年 7 巧から 2 年間、ドイツのライプツィヒ 
大学スポーツ学部に交換留学生として在籍していました。大 
学では主にハンドボールとトレーニング学を学び、 SC DHfK 
ライプツィヒというハンドボールクラブの U 10 チームの 
コーチとして活動しました。わたし自身は中学校入学と同時 
にハンドボールを始め、高校そして、筑波大学体育専門学群 
を卒業後、同大学院へ進学、修±論文の執筆を残してドイツ 
へ留学しました。留学を決めた理由は、もともとライプツィ 
ヒが起源であるスポーツ運動学と、小学生やハンドボールを 
始めたばかりの選手にがしてどのような指導の方法論がある 
のかいうことに興味をもっていたからです。 

この 2 年間では特に、 SC DHfK ライプツィヒの U10 のコー 
チで、ライプツィヒ大学で行われている国際トレーナーコー 
スの指導員をしている ダニエル. アンドレさんと、同チーム 
U12 の指導者でライプツィヒ大学教授のノバート-シュレー 
ゲル先生の2人からハンドボールの理論とその実践を学びま 
した。また、実際に小学校を訪問してハンドボールを指導す 


る機会や、 U 10 のコーチとして自分で練習を考えて指導す 
る機舎も頂き、とても良い環境の中でたくさんの経験を積む 
ことができました。 

現を、ライプツィヒのあるザクセン州の U10 のカテゴリー 
では、一試合を通してマンツーマンデイフェンスをすること 
がルールとして定められています。一試合は基本的に1日分 
(前後半7分30秒）で巧われます。マンツーマンディフェ 
ンスをさせることの目的は、"自分がマークしている選手" 
と"ボール"だけに注意を限定させるためです。子どもが大 
人と同じルールでハンドボールをやることは、す田握しなけれ 
ばならない情報量が多すぎるという考えちに基づいていま 
す。マンツーマンデイフェンスの利点としては於下の7点が 
挙げられています。 

•競技力が同じくらいの相手選手に直接対時させら 
れること 

•全員に対して学習-成巧体験をもたらすこと 

•深さと幅のあるゲームにできること 

♦コート中央でのプレーを促進させること 

•一人一人の活動空間がゾーンデイフェンスに比べ 
て広いためボール有/無の一対一が攻撃でも防御 
においても要求されること 

•戦術的な要求をなくし自由で創造的なゲームを巧 
能にすること 

•ディフェンスにとってはボールを獲得ずることが 
重要であること 

ドイツでは、これらの利点を実際の試合で活かすために練 
習が行われています。わたしが初めてこのように明確な目的 
とそれを設定する理由、そしてそれらをきちんと理解した指 
導者に出会ったときに、小学生年代にがするマンツーマン 
デイフェンスは利点しかないのではないか、このシステムを 
このまま日本でやればいいのではないかと思うほど、10歳 
政下の選手にとって適したルールであると感じました。しか 
し、チームの指導者は、「アイスランドやノルウェーにおけ 
る子どものハンドボールの試合では、ドイツのようにルール 
を定めておらず、子どもたちのやりたいようにプ 
レーをさせている。それによって、その子どもたち 
が将来的により創造的なプレーをできるのではない 
か。」と考えていました。彼らが、将来世界のトツ 
プレベルでプレーする選手を育成するために、常に 
どのような練習や試合を巧うべきかを考えているこ 
とに感銘を受けました。 

ザクセン州の U8 では、 U10 とは違った目的、内 
容で試合が行われています。このカテゴリーの試合 
は己つのチームがひとつの体育館に集まり、 ハン 
ドボールコートを横に3等分したコート (12 mX 
20 m ) において、 ミニハンドボ' —ルと ハン ドボ^ 一 
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ルに似たボールゲーム、そして多面的な動作のテスト（約4 
種類）を巧いそれらの合計によって順位が決められます。こ 
こでは順位やテストの結果が大切なのではなく、ハンドボー 
ルという競巧に慣れること、そして試合の度に異なる多面的 
な動作のテストを行うことによって運動経験を集めることを 
目的としていました。 

ここまで試合の行い方について紹介しましたが、規則やコ 
ンセプトを支える"子どものハンドボール"に対する考え方 
が一番大切であると感じています。私がこれからも常にぶ、に 
留めておきたいと思った言葉は『子どもの練習は"小さな大 
人"のための練習ではない』です。"小さな大人"のための 
練習とは、大人の練習をそのまま子どもに行うことです。し 
かし、そのような練習方法で、その時の子どもたちに適した 
能力を伸ばしたり技術を習得させたりすることは難しいと思 
います。 

では、何が"子ども"のための練習なのか。例として兰つ 
のポイントを挙げます。 一つ目 は、15分程度で練習メニュー 
を変えるトレーニングを組み立てることです。これは、神経 
系の発達の関係から子どもにとってひとつの練習を1日分な 
上集中し続けることは難しく、長く同じことを練習しても効 
果的ではないと考えられるからです。 二つ目 は、常に変化の 
ある多面的な動作-運動経験を積めるトレーニングを組み立 
てることです。幼少期からハンドボールに特化した反復練習 
を行うこと、つまり早期専門化はその後の子どもたちのプ 
レーの伸びしろを制限してしまうと考えられるからです。兰 
つ目は、コート上で常に多くの子どもたちが運動できるよう 
計画することです。一般的によく行われる一列または二列に 
並んで一人ずつ順番に打つようなシュート練習は、待ち時間 
が長いのに対し、一人ひとりが動く時間は短く、運動課題も 
単純-モノトーンです。実際のハンドボールの試合状況とは 
異なります。一人当たりの運動量を確保するために指導者は 
工夫をしなければなりません。 

子どもたちは"子ども"として、練習でも試合でも楽しむ 
権利を持っていて、指導者もその練習をやること自体に楽し 
さを覚えさせる内容を考えることが小学生、特に低学年の指 
導において大切だと思います。"楽しい"というのは、"ふざ 


ける"という意味ではなく、その練習を行うことに楽しさを 
感じるという意蛛です。もちろん指導者の話をきちんと聞か 
ない子や、明らかに集中していない子に対しては厳しく注意 
しなければならない時もあると思います。また、楽しい練習 
というと、"手段"である練習メニューが注目されてしまい 
がちですが、目的なく楽しく練習をさせてもハンドボールの 
K 能はなかなか身につきません。指導者は、まずはその子ど 
もたちに適した目的、そして目的にあった練習メニューを設 
定しなければなりません。 

201日年度から日本では、 J クイックハンドボールという 
競技規則に則って小学生の試合が行われています。子どもた 
ちに将来どんなハンドボールをやってもらいたいのかとい 
う将来像を持った上で、目的に適したち法で練習を行うこと 
がこの年代の選手にとってよりよい影響をもたらすと思いま 
す。競技規則とそのコンセプト、そして練習内容のをてが喃 
み合った時に、子どもたちがハンドボールを通してたくさん 
のことを学び、将来トップレベルで活躍するための経験を積 
むことができると思います。 

最後になりますが、ライプツィヒで充実した2年間を過ご 
すことができたのは、サポートしてくださった方々、そして、 
きっかけを作ってくださった方々のおかげです。ありがとう 
ございました 。 SC DHfK ライプツィヒという素晴らしいク 
ラブと指導者の方々に出会えたことに感謝し、これからはド 
イツで学んだことを多くの日本の指導者の方々に伝えたいと 
考えています。 




ぶが ハンドボールスキルアップシリーズ 

ホ目からウロコの DF 戦術 

スポーツイベント•ハンドボール編集部編著 
B 日判144ページ1，800円+ 税 発げ元 グローバル 撒 巧 出版 

ハンドボールに义かすことのできない DF 。 その DF について、けかの守り方から 
始まり、チームとしての守り方まで、日本を代表する指導者が解説してし、ます。 

また、 DF システ厶についても詳細に紹介。 「 DF 」 ならこの1冊にお任せくださし、。 
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1,800円+祝 


株式会社スポーツイベント干101-0047東京都千代田区内神田 2-4-2 TEL :03- 32己 3-5941 FAX ：03-3253-5948 






r ガラパコス化」 
を脱せよ P 




「ガラパゴス化」。日本国内に閉じこも 
って競技してしまうと言う意味で、よく 
この言葉を用いる。これはハンドボール 
だけでなく、多くの日本のスポーツ界が 
抱えている問題ではないだろうか。特に、 
世界と力の差が開いてしまっている競技 
では、国内に閉じこもってばかりいても 
永遠にその差は埋まらない。 

私はバレーボールを専門とする記者で 
あるので、比較しながらハンドボール界 
を見ていきたい0男子バレーボールは 
1964年の東京五輪で銅メダル、1968 
年のメキシコ五輪で銀メダル、そして 
1972年のミュンヘン五輪で金メダルを 
獲得し、一時代を築いた。しかし、現状 
は世界に大きく水をあけられてしまって 
いる。1996年のアトランタ五輪から今 
夏のリオデジャネイロ五輪までの6大 
会で、出場できたのは2008年の北京五 
輪だけ。その北京でも、五輪本番は全敗 
である。アジアの中ではイランが20年 
ほど前からジュニア年代の育成に力を入 
れて大型化を進め、世界の上位争いをで 
きる力を持つようになった。その壁を破 


らなければ、五輪出榻はなかなか見えて 
こない。 

男子ハンドボールはそれな上に深刻 
だ。1988年のソウル五輪で11位にな 
ってな降、7大会連続で五輪出場を逃し 
ている。五輪の出場権を得るためには、 
帰化選手が代表のほとんどを占め、昨年 
の世界選手権で準優勝したカタールを倒 
さねばならない。その上、アジアの雄と 
して君臨してきた韓国もいる。バレーボ 
ールな上に厳しい状況と言っていいだろ 
ぅ。 

代表選手の構成はどうなっているのだ 
ろうか。バレーボールで今年の6月に 
行われたリオデジャネイロ五輪世界最終 
予選兼アジア予選を戦った14人の中で、 
海外のリーグで戦った経験があるのは2 
人だけだった。それも1シーズンを過 
ごしただけである。ハンドボールでは昨 
年のリオデジャネイロ五輪アジア予選を 
戦った18人の中で、海外チームに所属 
していたのは1人。サッカーの2014年 
ブラジルワールドカップ日本代表は23 
人中12人が海外組だったことを考える 


と、バレーボールもハンドボ ■ ールも海外 
経験がある選手が圧倒的に少ない。 

もちろん海外でプレーする選手が多け 
ればいいという訳ではない。しかし、五 
輪に出られない日本の国内リーグで、日 
本人ばかりを相手にしていても技術、戦 
術、体力の伸びは限定的なものになる。 
ましてやバレーボールもハンドボ'ール 
も、体格が大きく影響する競技である。 
身長2メートルを超える選手がざらに 
いる強豪国と対等に戦うためには、常日 
頃からそのスケールに慣れておかないと 
いけない。いまのバレーボール界、ハン 
ドボール界のように「ガラパゴス化」し 
ていては、世界と肩を並べて戦えるよう 
になるのは難しいだろう。 

バレーボールで今季初めて代表入りし 
た選手はデビュー戦の後に「ブロックの 
圧力にびっくりした。日本では簡単に決 
まるボールが全く決まらなかった」と驚 
いていた。おそらく、それはハンドボー 
ルでも同じはずだ。日本国内では考えら 
れないようなボールが飛んできたり、予 
想だにしないところから腕が伸びてきた 
りする。それに初めて相対した場合だと 
対応できないが、普段からそういう状況 
でプレーしていれば対処法を身につけら 
れる。野球に例えると、普段130キロ 
の球を巧つ練習をしている選手がいきな 
り150キロの球を投げられると面食ら 
うが、普段から150キロを打つ練習を 
していれば対応できる。これと同じ事で 
ある。 

そのために手っ取り早いのは、選手自 
身が海外のリーグで経験を積むことであ 


















る。普段から体が大きくてパワーもある 
外国人選手と戦うことで、そのプレーの 
スケールに慣れて、対応する術を身につ 
けることができる。そうなれば、代表戦 
になっても戸惑うことなくプレーするこ 
とができる。 

もう一つ方法が考えられる。個人で海 
外のリーグでプレーすることが難しけれ 
ば、代表チームの国際戦をより多くする 
のだ。例えばラグビーのサンウルブズが 
やっているように、代表チームで海外の 
リーグ戦に参加することができないか。 
そうやって外国人選手のプレーに慣れて 
いくことが、代表チームの強化に直結す 
るはずである。 

ハンドボールの代表チームは、おそら 
くバレーボールの代表チームよりも国際 
戦が少ない。バレーボールは毎年ワール 
ドリーグという国隙大会があるし、4年 
に1度のワールドカップ、グランドチ 
ャンピオンズカップ、世界選手権にアジ 
アの大会もある。そこである程度の経験 
を積むことができるが、それでも「海外 
のチームとのが戦経験が少なすぎる」と 
バレーボール男子日本代表の南部正司監 
督は嘆く。レベルの高い欧州に遠征し、 
各国の代表チームやプロチームと対戦す 
る機会をもっと増やすべきである。 

1972年ミュンヘン五輪で獲得したバ 
レーボール 男子日本代表の監督だった故 
松平康隆巧は、1964年東京五輪の前に 
長期の欧州遠征を行った。結果は22連 
敗という不名誉なものであったが、ここ 


での経験は間違いなく生かされ、銅、銀、 
金という3大会連続でのメダル獲得に 
つながった。その当時とは違い、現在で 
これだけの長期遠征を行うは難しいかも 
しれない。だが、本当に代表を強くする 
ためにはそれぐらい海外チームとの対戦 
経験を積まなければならないだろう。 

日本のハンドボ ー ル界はバレーボール 
界よりも世界に目を向けていると思う。 
今年、代表入りしていた銘巧淳はハンガ 
リ ーの リーグで長年プレーしているし、 
ヒロシマ国際-大分熊本サ ーキッ トで代 
表入りしている±井レイミ杏利はフラン 
スリーグに所属している。女子日本代表 
の石立真悠子も海外のリーダで複数シー 
ズンに渡って戦っている。植松伸之介氏 
のように、ドイツでプレーして監督まで 
務めた人もいる。これらの選手から刺激 
を受けて海を渡る選手がもっと多く出て 
くれば、代表チームの実力は飛躍的に伸 
びるだろう。 

また、ハンドボールは男女ともに外国 
人の監督を招聘した。これはまたとない 
変革のチャンスである。これまで「ガラ 
パゴス化」していた日本チームでは知り 
得なかった世界標準の技術、戦術を知る 
ことができる。さらに、それを日本国内 
で指導に当たっている多くの指導者に広 
めることができる。今までのやり方で「日 
本一」になることはできても、「世界で 
勝つ」ことはできていないのだから、世 
界を知っている監督から知識をできる限 
り引き出すべきだろう。もちろん代表チ 


ームの強化は最優先事項である。しかし、 
それだけではなく選手の育成方法や技術 
指導法、戦術など学ぶべき事は多くある。 
それらを学び、吸収し、日本代表の強化 
に直結するような育成システムを構築す 
る絶好の機会だ。 

4年後には東京五輪がある。開催国枠 
での出場がほ(封箱実な中で、代表の強化 
は急務である。注目が普段のはにならな 
い自国開催の五輪で惨敗するようなこと 
があれば、そこで華々しい結果を残した 
競技に有望な子どもたちが流れていって 
しまうのは容易に予想できる0逆に、そ 
こで予想を覆すような成績を残すことが 
できたなら、競技人口を劇的に増やせる 
契機にもなり得る。ハンドボールは日本 
国内でこそテレビ中継も少なく、新聞等 
で取り上げられる機会も少ない。しか 
し、ヨーロッパでは抜群の人気を誇る国 
も多い。激しい体のコンタクトに、緻密 
な戦略が必要とされる球技である。ルー 
ルも比較的わかりやすく、日本代表が世 
界の舞台で活躍すれば、ラダビーのよう 
に一気に人気に火が付く可能性も秘めて 
いる。そのためにも、やはり日本代表は 
強くならねばならない。 

繰り返しになるが、世界と対等に戦う 
ために最も必要とされるのが海外勢との 
対戦機会を増やすことだ。国内にこもっ 
てばかりいても、世界には追いつけない。 
「ガラパゴス化」を脱せよ。日本代表を 
強化するためには、これが至上命題にな 
る。 


■ミ OSAKI 



ECOLOGY 


限られた資源だから、有意義に使っていきたい。 

命あるものたちが共をする地球だから、 

快適な環境をなっていきたい。 

計測.制御の専門メーカーとして時代をリードする大崎は、 

ユニークな発想と探究ん、で省エネ、省力化機器など、 

つねに巧術革新をこころがけています。 

大崎電気工業株式会社 

本れ Tl41-0646 巧京都品 JII 区巧五反田 2-10-2 察五反田スクェア TEL.(03)3443-71 71 (け热 


— 37 — 







〜協を搏槪榮への期符〜 


「今 inilLl 場備を體得できなかった競技；ハンドボール」 

これは目本オリンピック委員会 ( JOC ) のホー ム ペー 
ジ内にあるリオデジャネイロ.オリンピック日本選手団 
編成数の删外に書かれている注釈である。 

陸上から始まってテコンドーまで27競技の巧女別選 
手、スタッフの参加数が一覺表にまとめられている。実 
施28競技中、日本から出場しないのはハンドボールだ 
けである。 

サッカー女子、バレーボール男子など期轉されながら、 
出場権を獲得できなかった種目はあるが、競技種目全体 
で山場権を獲得できなかったのは、わずか1競技だけだ。 

ハンドボールのフアン、あるいは愛好者、関係者らろミ、 
この編成表を見て、どのような気持ちになるだろうか。 
私は 「 JOC の意地悪。」と言いたいほど改めて悔しさと 
悲しみがこみ上げてきた。 

毎回、予選に時期が近づくと「今度こそ出場」の期待 
を抱き、そして落胆を繰り返してきている。もちろん選 
手、スタッフを責めるつもりは全くない。晴れ舞台を夢 
見て一生!！命プレーしたことには、むしろ慰めの言葉を 
かけたいくらいである。 

今回のリオ大会への山撮権を逃した時、友人が自嘲気 
味に話した言葉を思い出す。 

「いつまでも夢を見ていても仕方ない。もう五輪、五 
輪と言うのはやめた方がよさそうだ。期待すればするほ 
ど藩胆が大きい。それよりも自分の周辺でのハンドボー 
ルを楽しんだ方が気持ちが楽だし、楽しいに決まってい 
るよ」 






割り切ってしまうのは簡単だが、人間、そうそう気持 
ちが切り替えられるものでもあるまい。しかも、28競 
技中ただ一つ、出場できない現状が目の前にあればなお 
さらである。 

4年後は東京大会。開催国枠で出場可能ながら、コー 
卜に立てばいい一ではすまされない。ホスト圃としての 
メンツもあるし、ある程度の結果も出さなくてはなるま 
い。そのための準備期間は限られている。 

このほど日本協会は実務者のトップ2人が来年目巧ま 
での任期を残して相次いで退任した。引退と暫理責任-を 
取ってのものだった。そして副会長兼専務理事に口本ハ 
ンドボールの顔として活躍した蒲化晴明氏が就任、おり 
ひめジャパンを率いてリオ五輪予選を戦った栗山瓣倫氏 
も常務理事として協会運営にタッチすることになった。 
東京大会を控えているだけに、これまでが上に激務であ 
る。日本協会再禮築に向けてどのような手腕を振るうか。 
國1驚感覚を生かしたビジョンを掲げ"ニユージャパン" 
への道筋を示してもらえるものと大いに期待している。 
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太田耕治様ご逝ま 

(愛知県ハンドボール協会名誉会長） 


愛知県ハンドボール協会名誉会長太田耕治様が目巧17 
日8日歳でご逝まされました。 

旧制天王寺中学校で ハン ドボールに出会われ、その後 
名古屋大学で ハン ドボール部に入部、依頼70年余にわた 
り生涯現役として ハン ドボールをこよなく愛され続けて 
みえました。 

全日本 マスターズ 大会には最初から参加され、一昨年 
の22回大会まで最高年齢者プレーヤーで参加されました。 

昭和41年から始まった愛知県内のクラブハンドリーダ 
にも発足から参加され、最近でも年に数回は参加されて 
おられました。 

昨年度9巧に開懼された開催100回記念の折には元気 
な姿で始球式をしていただきました。これがハンドボー 
ルを投げられた最後になってしまいました。（写真下） 

協会の役員としては昭和44年愛知県ハンドボール協会 
理事に就任、その後昭和61年4月に会長に就任。平成 
19年3巧会長を勇退するまで、21年間わたり会長をされ 
ました。温厚かつ誠実な人柄で協会運當をリードし、競 
技力の強化、指導者の育成などに情熱を持ってあたられ、 
愛知県ハンドボール協会の組織基盤の確立に大きく寄与 



■略歴 


昭和6年6月10曰 

大阪市南区にて出生 

’13年4月 

大阪府立女子師範学校（現大販教育大）付属ル入学 

■19 年4月 

大阪府立天王寺中学（旧制）入学 

ツ3年3月 

天王寺中学（旧制）中退藝知県へ移住 

ツ8年9月 

大検取得 

■29 年4月 

名古屋大学法学部入学 

■33 年4月 

司法修習生に採用 

■3 巳年4月 

愛知県弁護±をに登録 

佐治良三法律事務所に勤務 

■42 年4月 

太田耕治ま律事務所を開設し独立 

平成日年4月 

太田-渡辺法律事務所開設し現在に至る 


されました。 

仕事面では昭和32年現役で司法試験に合格され、昭和 
33年卒業後司法修習生に採用され、本年3月まで現役弁 
譜±として最後まで法廷にも立たれていました。 

これまでのハンドボール競技の普及.振興の功績によ 
り平成19年秋の叙熱で旭日双光章を受賞されました。 

愛知県協会といたしましてもこのような偉大なる先輩 
を失って、まさに痛恨の極みですが、まずは太田名誉会 
長が示された指針の方向をしっかりと見定め、足元を固 
めて愛知県協会が一丸となって前進します。 



■八ンドボールの略歴 


昭和19年已月 

大阪府立天王寺中学（旧制）にて八ンドボールに出舎う 

'29 年4月 

名古屋大学法学部入学と同時に八ンドボール部に入部 

’41年2月 

タヨシ産業の一員として全日本実業回選手権に3年連続参 
カロ、まに GK として出場 

'41 年10月 

名古屋大学卒業生らと愛知県クラブチーム八ンドボール連 
盟の設立に参画。名大クラブの一員としてリーグ戦に参加 

'44 年4月 

愛知県八ンドボール協尝理事に就任 

'4 巳年4月 

同常任理事に就任 

’46年3月 

全名大で台湾遠征 （4 戦4勝） 

’已2年4月 

愛知県八ンドボール協舎副を長に就任 

’61年斗月 

同会長に就任 

平成19年3月 

同会長退イ壬 

平成19年4月 

愛が県八ンドボール協会名誉会長に就任 


本全曰本実業団ハンドボール連盟監事 （10 年間) 
求ま海八ンドボール協会会長 （2 回8年間就任） 


画主な表彰歴 
昭和63年3月 
平成16年3月 
117年11月 
I 1 S 年11月 
■19 年11月 


，財団法人日本八ンドボール協会50周年記念表彰 
財団法人愛知県体育協会体育表彰（特別体育功労) 
愛知県教育表章ミ（体育かち） 

愛な県表彰（体育功労） 

化曰双光章 
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「曰が協公認コーチ養成講習を専門科目講習を」の実施報告 


指導委員長藤本 


1. 講習舍概要 

2016年6巧24日（金）から27 口（巧）までの4 口閒、 
巧の素ナシヨナルト レーニン グセンターにおいて、 U 本体育協 
会公認コーチ養成誰習会専門科目講習会を開催いたしました。 
今までクオリティーにこだわった「コーチング実習」をメイン 
に巧ってきたこの訴習会は、他の競技四体のそれと比べてもハ 
ードなことでち名です。大変な離習会にも関わらず、受講者は 
もとより、日本体育協会、他の競な团体からも高い評価を受け 
て参りました。「この講習会にもっと多くの指導者に参加して 
いただきたい！」との。、いから、カリキュラム内容を今年度 
から改変し、岡催期間を6 じ 1問から4曰問へと短縮しました。 
おかけ様で、今年度は、44あと例年の2倍近い指導者に受講 
していただきました （2013 年度19名、2014年应20名）。 
その中には小学化*中学生の指導者から日本リーグの指導者、 
現被の実業問選手及び日本代表選手まで、幅広い指導者に集ま 
っていただきました。今までと同じ「コーチング実習」を課し 
ながら、さらに内容を付け力 n え、また從来の講義科目を精査し 
た結果、非常にタフ&ハードな請習会となりました。しかしな 
がら、受詣化の活発な参加により、非常に中身の濃い充実した 
言 I 巧習会となりました。受說おのアンケート（無記を）を集計し 
た結果、各講義の評価も4段階評価で平均3.日け^上の評価を 
受けました。 

2. 「公認コーチ資格」の位置づけと受講希望者の推薦基準 

日本休育協会は、「公認コーチ赞お」を次のように化腰づけ 
ております。 


【日本体育協会における「公認コーチ資格」の位置づけ】 

①各競技団体の郡道府県レベルにおける競巧者育成を担 
当する方のための資格 

③広域スポーツセンターや各競巧別のトレーニング拠点 
じおいて、高いレベルの実技指尊をする方にはぜひ取 
得していただきたい資格 

-有望な競技者の育成にあたる方 
-広域スポーツセンターの巡回指導に協力する方 
-国民体育大会の監督にあたる方など 


この位置づけをもとに、日本ハンドボール協尝では、今年な 
より公認コーチ養成說習会受講者にムツ、下のように推薦基準を設 
定しました。 


【日本ハンドボール協会における公認コーチ養成講習会受 
講者の推薦基準】 

な下の推薦基準を1つが上満たす者 
①公式大会において各都道府県のベスト4な上の成績 
を納めたチームを指導した経験を有する指導者 
( D 各都道府県の競技力向上事業や NTS ブロックトレー 


ニンダなどにおいて、巡回指導を行う指導者 

③ JOC ジュニアオリンピック大会や国民体育大会など 
都道府県の代表チームを指導している、または指導す 
る予定の指導者 

④ 高いレベルでの実技指導を行っている、または今後巧 
う予定がある指尊者で、各都道府県理事長、各連盟理 
事長、日本リーグ各チーム責任者が推薦する指導者 


この基準をもとに、各都道が県協会、各連盟、日本リーグチ 
ームから受講希望者を推薦していただきました。なお、今年度 
の受講希望者の推薦中し込みの締め切りは、2016年3月4日 
でした。 

3. カリキュラム内容変更による受講開催期間の短縮 

カリキュラム内容の変更により、昨年度まで目口間で6日時 
閒をかけて行っていたこの講習舎を、今年度は4日間で40時 
問へと短縮しました。この2日時間のギャップは、亩宅研修と 
して受講者に事邮の個人課題を課すことで補い、またこの個人 
課腫を S 講習舎で活用しました。 


【自宅研修としての個人課題内容】 

①私が描くハンドボール指導構想 

これまで、自分が監督•コーチを務めたチームや、これ 
から携わるであろう将来のチームをイメージして、「チー 
ムプラン」*「ゲームプラン」-「トレーニングプラン」につ 
いて、自分の考えやこだわりを整理する。 

一請習会において課題発表時に20分間のプレゼンテーシ 
ョン 

@仲間と描くコーチンダ実習案 

講習会で行われる「コーチング実習」の課題となる2 
対2の攻撃または防御について、自分の理論を整理する。 
一講習会においてグループ検討時にプレゼンテーション 


4. 講習会のカリキュラム構成の意図 

今回の說習会では、2つの大きな意図を持ってカリキュラム 
を構成しました。1つは、 ハン ドボールゲームの全か像や性質 
を理解してから、そのゲームに必要なチーム.グループ*個人 
技能へと競巧力の全体構造を捉え直してもらうことです。その 
ために、 ハン ドボール競巧の特性や歴巧を再度理解してもらい、 
ゲーム局面の捉え方、実技を含めた阻巧における戦術の発展、 
ゲームの分祈方法、これらの内容を踏まえて、コーチング実習 
では攻撃及び防御のグループ*個人技能へと講習会を展開しま 
した。また、講習会の後半には競巧に必要となる体力面へのア 
プローチ、どうしても不足がちになるゴールキーパー技能トレ 
ーニンダを入れました。 

もう一つの意図は、競技に巧ち化んでいく觀々指導者また選 
手にとってのハンドボール競技の価倾とは何なのか、また、ど 


— 40 — 





のようにすれば指導者として成長していくのかを考え直す機衾 
にしてもらうことです。そのために、ハンドボールゲームの成 
り立ちを踏まえた指導者のあり方を日本女子体育人学教授の巧 
倉先生に、指導者がどう熟達化していくのかを筑波人を数授の 
會I干I化生に講義していただきました。さらに、サッカー競技か 
ら、選ず、指導者、保護者への啓蒙活動で定評のある岐阜経済 
大学の高橋正紀教授をお招きし、日常における非日常としての 
競巧の捉え方から、競技というものを選手、指導者にどのよう 
に価値付けていくのかについて講義していただきました。いず 
れの講義についても、受講者から高い評価をいただきました。 

日.講習会クオリティー向上のための 

「アクティブ•ラーニング」の積極的な導入 

この龍習会への推薦基準を見ていただければ分かる通り、受 
誠者のほとんどはすでに現瑞で多くの経験を穂まれた指導者で 
あり、円かなりの哩論をすでに禍築していることが想像されま 
す。この講習会の狙いとして、そうした指導者に今までの自分 
の コーチン グを整理しながら振り返ってもらうこと、また、他 
の指導者が行ってきた コーチン グの フィロソフィー やノウハウ 
を共ちしてもらうこと、があります。こうした狙いをより効巧 
的に達成するために、「アクティブ•ラーニング」形式を積極 
的に導入しました。 


【アクティブ •ラーニング】 （文部科学省） 

教員による一方向的な講義形式の教育とは異なり、学習者 
の能動的な学修への参加を取り入れた教授•学習法の総称。 


今回の公認コーチ養成講背会では、計19時問の「アクティブ- 
ラーニング」形式の講義を巧いました。その内訳は、〔り固を研 
修としての個人課題の「私が描くハンドボール指導構想」の発 
表とその発表に対する H 疑応答に8時間、@もう一つの個人 
課题「仲間と描くコーチング実習案」をもとにしたディスカッ 
ション及びワールドカフェを経たグループによるコーチング窠 
習案作成に8時問+ a (時間外)、感コーチング実智の実施と 
他グループの評価に4時間、④ゲーム分析スキル実習におけ 
るグループディスカッション及び発表に1時間です。 

6. 審判委員会とのコラボしーシヨンによる 
パネルディスカツシヨンの実施 

講習舎2日目の午後に審判委員会と合同で「ステップ及び 
ハード プレーとラフプレーの見極め」という テーマで、 パネル 
ディスカッションを巧いました。 ハン ボリー出身の国I祭審判員 
アティラ.へイム氏に、日本とヨーロッパのレフエリングの違 
いを含めて講演していただきました。全国大会を担当する審判 
員と講習会受講者合わせて200名 LX 上の方が一堂に会するこ 
とにより、審判員と コー チがともに日本の ハンド ボールのこれ 
からを考えていく良い機会となりました。受講者からは、もう 
少し審判の方とディスカッションする時間が欲しかつたとの声 
がありました。 

7. 講習会総括と指導者養成の今後の展望 

今回の講習会では、期間の短綱、受講生の増加ということで、 


クオリティーの低下 
について若干のふ配 
がありましたが、受 
講者の積極的な参加 
により、受請者がお 
互いに刺激を受けな 
がら、自分の コーチ 
ングを見直してもら 
うという狙いを概ね 
達成できたと感じて 
おります。恃にコー 
チング実習について 
は、例年22時間+ 
a かけている準備 
を今年は8時間+ 
a で巧いましたが、 
熱意、内容、運営と 
もに非常にクオリテ 
ィーの高い指導が行 
われ、デモンストレ 
ーターの選すにも刺 
激になるトレーニン 
グとなりました。 

講哉内容を精査し 
た結果、速攻の戦術、 
現代のトレーニング 
の組み立てみなどの 
講義に時間が取れま 
せんでした。また、 
体>0 •フィ ジカルト 
レーニング、個人ほ 
能についても時間が 
十分ではありません 


2016年度日体協公認 コーチ 養ぶ講習会受講者 







No . 


氏名 

所属 

推薦団体 

1 

ル化 

真理子 

㈱ 化國銀行 

」HL 

2 

山本 

み貴 

日本体育大学 

全日本学連 

3 

ち川 

岳人 

曰本体育大学 

を曰本学連 

4 

富田 

お介 

中部大を 

ま海を連 

己 

吉巧 

頭ぎ 

岐阜大学大学院 

東ミ毎学連 

6 

田中 

良 

曰本体育大学大学院 

指導委貢会 

7 

ル貪 

麗輔 

原代紫水高等学校 

茨城県 

8 

会田 

亮祐 

八千代高等学校 

茨城県 

9 

巧田 

紀モ 

大平南中を校 

栃木県 

10 

田な橋化樹 

東陽 

楠木県 

11 

仲江り1义黃テ 

鹿沼商工高等学校 

栃木県 

12 

玉屋 

裕基 

八千代高等学校 

千案県 

13 

羽角 

健二 

大宮高等学校 

埼玉県 

14 

父野 

奠 

埼玉栄高等学校 

埼玉県 

15 

田村 

貴司 

浦和実業学園高等学校 

埼玉県 

16 

加履 

良巧 

明治大字 

まを都 

17 

國か 

成真 

桐置横お大学 

神奈川県 

18 

石兀 

大樹 

お上自衛隊 

神奈川県 

19 

田逞 

謙吾 

海上自衛歐 

神奈川県 

20 

山崎 

博樹 

神奈川工業高等早校 

神奈川県 

21 

化永 

康ぉ 

高津高等学お 

神奈川県 


.. 




房巧 

昇 

局ま局等を校 

ネ申ま川県 

23 

ル林 

聖 

横装創学館高等学校 

神奈川県 

24 

中村 

勝彦 

生田高等学校 

神奈川県 

2巳 

阿部 

直人 

ま政大学第二高等学校 

神奈川県 

2打 

長野 

大 

高岡向陵高等学校 

富山県 

27 ' 

若林 

久人 

板城高等学校 

長野県 

28 : 

西脇 

孝雄 

歸高等学校 

藝知県 

29; 

川口 

健太郎 

中 JII 商業高等学校 

愛巧県 

30 

龍本 

銀;巧 

瀬戸高等学校 

霞が県 

31 

原田 

击 

大同大学大同高等学校 

愛巧県 

32 : 

山川 

由加 

巧禪高山ブラックブルズ 

岐阜県 


宮崎 

智を 

描化農芸高等学校 

和歌山県 


大串 

有局 

お河高等を校 

和歌山県 

3己 

木下 

豪人 

巧田中学校 

和歌山県 

36 

巧山 

梢一 

漢永製薬 

に島県 

37 

大前 

巧子 

広島ゾイプルレッズ 

広島県 

38 

前田 

誠_ 

環太平洋大学 

岡山県 

39 

田代 

智紀 

九州共立大学 

福岡県 

40 

清永 

真宏 

西南学院大学 

1福岡県 

41 

積幸せ 

巧光;学園高等学校 

； 福岡県 

42 

山田 

千尋 

ソニー ブルーサクヤ ジュニア 

鹿児島県 

43 

石立 

真お子 

Szekesfehervar KC 

強化委員会1 

44 

下拂 

翔 

筑波大学大字院 

指導要員会 


でした。 

ただ、こうした内容については、コーチセミナーやトップコ 
ーチセミナーを定期的に岡催し、随時を資格者に情報摇供する 
とともに、研修•研鑽の場を設定して巧こうと思います。これは、 
指導委員会のビジョンである「指導者が学び、研鑽し続けるこ 
とができる指導者養成システム (CTS: Coach Training System) 
の備築」の一環です。そして、公認コーチ、上級コーチの資格 
を持った方々が、各都道府県における指導者養成講習会の講義 
者になっていっていただき、「全ての指導者へ学ぶ機鱼を保障 
する」システムを整えていくことが、指導委員会のミッション 
と考えております。そのために、今年度は各ブロック及び各都 
道府県における指導者講習茜開催を活性化するためのを国指導 
委員会 （2017 年2月）、来年度には指導内容を明確にした「指 
導教本」の発巧を予定しております。 

人を指導することにより成-良し、自分の人生を豊かにできる 
指導者が日本に溢れ、 ハンドボールの ホ来が少しずつ開けてい 
くことを指導委員食のポリシーとしております。そのための指 
導委員会の活動について、今後とも皆様のご理解とご協力のほ 
どよろしくお願いいたします。 
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スコアールー ム① 

第36回を回クきブおを幢巧巧这みさ 

開催期日： 2016年7月9日化)〜7月10日（日） 

会 場：大分巿-コンパルホール体育室ほか 

博子】 

▼予選 A ブ□ック 

宮崎フエ_ニックス27 (1 目一11、 11— 口）23 H C 貝貨 本 
宮崎フェニックス30 (1 日一 9、1日一 9) 18境港クラブ 
H C 負旨本38 (18-9、 20-10) 19境醒クラブ 

▼予選 B ブ□ック 

H C 大分33 (15-13、 18-10) 23徳島クラブ 
H C 大分31(。一口、14-口）24セキュリティ 
徳島クラブ23 (9 -14、 14-7) 21セキュリティ 

▼予選 C ブ□ック 

フレッサ福岡2目 (13 - 7、 13- 7) 14下関クラブ 
フレッサ福岡22 (11-12、 11- 8) 20中央クラブ 
下関クラブ20 (7 -10、口- 6) 1目中央クラブ 

▼予選 D ブ□ック 

あらかき歯科2日（14-11、 11-11) 22熊本教員クラブ 
あらかき歯科2日（12-7、 13-10) 17 H C セ暇 
熊本教員クラブ2目（13-14、 13-9) 23 H C セ暇 

▼目、 11 位 ミ 夫定戦 

セキュリティ33 (1 日-13、 18-14) 27境踏クラブ 
中央クラブ19 (10-8、 9-9) 17 H C セ殿 

▼己、8位み定戦 

H C 熊本2日（15-9、 10-14) 23徳島クラブ 
熊本教員クラブ2日（10-7、 15-14) 21下関クラブ 

▼準巧勝 

宮崎フェニックス28 (18-7、 10-12) 19 H C 大分 
フレッサ福岡20 (8-12. 12-3) 15あらかき歯科 

▼決勝 

フレッサ福岡26 (17-12、9 -11) 23宮崎フェニックス 


【女子】 

▼ 予選 E ブ□ック 

コスモスビッキーズ18 (11- 9、7 - 4) 13 H C 長 崎 
コスモスビッキーズ26 (14-7、 12-4) 11神崎クラブ 
H C 長崎25 (12-8、 13-10) 18 # 崎クラブ 

▼予選 F プ□ック 

徳山クラブ27 (14-6、口 — 10) 16 N H C 

徳山クラブ23 (14-4、 9-4)8 Gluck 
N H C 20 (9 - 4.11-10) 14 G 1 u c k 

▼予選 G ブ□ック 

レキオクラブ29 (11- 6、 18—8) 14徳島クラブ 
レキオクラブ33 (17 -己、 16-11) 16 L I L A C 

徳島クラブ21(12-6、 9-9) 15 L I L A C 

▼予選 H ブ□ック 

香川レデイース1目（10-7、 6-8) 15シーコルズ 
香川レデイース22 (10—9、口一 5) 14 F C C 

シーコルズ31(13 — 11、 18-7) 18 F C C 

▼ 9、11位決定戰 

神崎クラブ20 (8 - 7、 12-4) 11 G 1 U c k 

F C C 18 (8 - 6.10- 7)13 L I L A C 

▼己、 7 位決定戦 

N H C 19 (10- 目、 9-9)1 已 H C 長崎 

シーコルズ 23 (11-8、 12-13) 21徳島クラブ 

▼準み勝 

コスモスビッキーズ16 (10- 目、 6-8) 14徳山クラブ 
レキオクラブ19 (8 -日、 11-6) 11香 JII レデイース 

▼決勝 

コスモスビッキーズ17 (6 - 4、 11- 8) 12 レキオクラブ 


スコパールーム ® 

装36固を岛クさブ袋#巧ホさ♦化芭> さ 

開催期日： 2016年7月9日化)〜7月10日（日） 

会 場：加古川ホ-加古川巿立総合体育館ほか 

博子】 

▼ 1回戦 

高山ハンドボールクラブ26 (7-9、 19-11) 20 LALLAPALL 日 OZA 
H C 奈良23 (7 - 9、 16—8) 17 H C 侍 
H C 同志社31(16-9、1日—1日）24清商クラブ 
T M C 25 (11-12、 14-12) 24金津クラブ 
FS V TOKAI 31(13-11、 18-13) 24八光自動車工業（株） 
FALCOM 42 (21-8、 21-9) 17 Nagano Yeti 
H C 新潟21 (8 - 7、 10-1 し3 -1) 19ヴイアテイン MHC 


HC alonza 28 (14 - 7、 14- 口）2日9 0 8クラブ 

▼交流戦 

LA1JJ\1*A1 JjCX^ZA 21 (9 — 6、 12-11) 17 H C 侍 

清商クラブ21(9-6、 12-11) 17金津クラブ 
八光自動車工業 ㈱ 32 (15-8, 17-7) 15 Nagano Yeti 
八光自動車工業（株） 22 (13- 3、目一日）12ヴイアテイン MHC 

▼ 2 回戦 

高山ハンドボールクラブ38 (17 — 13、21-目 ） 19 H C 奈長 
H C 同志社4日（22-10、 23-14) 24 T M C 


人もぶきまき，巧けも生き生き一^-テコスタイル 

Ud&Eco style 


ミミミ ITOKI 



面の組み合わせが繊りなす新感覚チェア。 
その発想の源はけ斤り紙」です。 


巧り紙の考え方を椅子に応用し、を勢の変化に合わせて操作をすることなく 
背のおががを化し身体をサポート。この新機能から誕生した新しいカタチが、 

体巧や姿勢の巧みが異なるさまざまなオフイスワーカーに最適な座り屯、化を提イ共いたします， 


な IP :ごじ議戶 フリップフラップチェア 

巧巧ち社イト-ホ 巧京都中巧区入能 3-2-10 干 104-0042 お宮挽巧設 t ンター画*0120 -1 64177 URL hltp://wwwjtoki.[p/ 
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(13 - 11、 
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小松クラブ女子 

20 (10-10、 
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比 C . 富 

山 

23 (12-7、 

11—6) 

13 

NTF 立命館守山 
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ろ 

は 

22 

(8 - 7、 

14-14) 

21 

小松クラブ女子 


スコアールー ム③ 

第36岛を国クさブ送ホなホさ巧巧运ホを 

開催期日： 2016年7月9日让)〜7月10日（日） 

会 場：函館巿-画館アリーナほか 


博子】 

▼予選 A ブロック 

甲府クラブ30 (17-10、 13-14) 24青商クラブ 
甲府クラブ41(16-14、 25- 9) 23 ±浦兰髙クラブ 
青廟クラブ2日（14-10、 11—11) 21±浦^高クラブ 

▼予選巨ブ□ック 

渡 辺 組31 (15-15. 16-13) 28湖陵クラブ 

渡 辺 組29 (16-14、13- 12) 26信夫クラブ 

湖陵クラブ3目（22-13、 14-20) 33信夫クラブ 

▼予選 C ブ□ック 

上 送23 (10-8、 13-11) 19画エクラブ 

上 送29 (18-13、 11-12) 2日が葉送球会 

函エクラブ23 (10-8、口- 11) 19が葉送球会 

▼予選 D ブ□ック 

東 陽23 (8-12、 15-11) 23 F S T 

萊 陽29 (16-11、 13-8) 19 H C 秋田 

F S T 30 (15-10、 15-18) 28扫 C 秋 田 

▼準決勝 

甲巧クラブ30 (17-12. 13-13) 25渡 辺 組 
東 陽30(13-10、9 一口、3-3、 5 — 0) 2日上 送 

▼3 位み定戦 

醒 辺 組2目（17—9、9 -14) 23上 送 


▼決勝 

甲麻クラブ37 (1 日-目、 22-12) 18東 陽 


蚊子】 

▼ あブロック 

オレンジクラブ31(15 — 13、 16-11) 24 H C 秋田 W 
オレンジクラブ3己（19-7、 16-10) 17日川クラブ L 
H C 秋田 W 31(19-13、12-口）2己日川クラブ L 

▼いブ□ック 

SAKURA クラブ16 ( 8 -目、 8-9) 15化海道俱楽部 
SAKURA クラブ14 (8 -目、 6-8) 14民 E D S 
北海道俱楽部20 (10 — 13、 10-6) 19 R E D S 

▼ ラブ□ック 

宮城ケヤッキーズ24(17-10、 7-12)22 サンライズハンド 
宮城ヶヤッキーズ21(12-7、 9-7) 14梅 の 家 
サンライズハンド36 (18-1 目、 18-15) 31梅 の 家 

▼決勝リーグ 

宮城ケヤッキーズ24 (14-11、 10-10) 21オレンジクラブ 
宮城ケヤッキーズ22 (11- 日、 11-10) 15 SAKURA クラブ 
オレンジクラブ24 (16 - 7、 8-4)11 SAKU 民 A クラブ 

優勝：宮城ケヤッキーズ準優勝：オレンジクラブ3位： 
SAKURA クラブ 



p_|pB • このぶの化に 

圆紙顧®膨鱗遂公匿り 

なにげない街の表情にも、新しい感性が発見できるもの。 

「舗装」の彩り、風合が、街を個性的に演出します。 

【横お巿-馬車道巧り】歩道：イギリスレンガ/車道：明色口ールドアスファルト 

た t 二 IVTTDDf 、 本社： 干 103-0028 束を都中央区八重洲い 2-1 6 TG ビルディング 
1ル美丄 、 Xx mTxJ tel :03-3563-6761 http://www.nippo-cxoJp 

：! ヒ海道ま店田 (011)231-4612 ま：!ヒま店 0(022)262-1511 関東第一支な a (03) 5323-3681 関東第二支も》(03)：3471-〇788 
化信越支店田(025に 44-9186 中がミ店が052に 11-6581 お西ま巧が06)6942-6123四国ま巧狂做 7)862.1 157 
中国ま店狂 (082)568-6161 丸州ま：店 a【092)771-0266 関ま建菜ミ巧 a め 3)347 今1601 
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I び / i ばれ/ \> ドポール 20 巧人を「サポートを員 J 6 ‘7月みを•巧続を員 

【青森】 旧辺貴美子 【福島】 大室格人、武藤奏多、大内駿、佐久間海人、星伊吹、平野悠真、山田悠太、根本悠雅、 
イ尹藤詩太、半沢瞳人、菅野靖央、松木惇星【群馬】酒井宏【埼玉】齋藤和也、イ左藤秀明、佐藤与枝子【千葉】康本拓史 
【ま京】増田美穂子、塩川安賢、岡本康男、河原細隆義、安藤純光、大津武彥、小笠原泰代 【神奈 川】河野卓也、吉澤和美、 
木本一成、岡島達也、岡島典子、禍葉銳夫【山梨】齊藤實【愛知】井上和子、を藤孝、山田壮八、か内イ左織、持田公一郎、 
黒部泰弘【王重】岡田望【岐阜】を本育男【大阪】里村静俊【和歌山】加藤照男【愛媛】森實岳史 【福 岡】日野祐一郎 
【沖縄】崎旧尚孝 


__ 【9月の行事予定】 

【会議】 . 

9月11日旧）常務理事会 


9月19日旧)〜24日江） 

日韓 スポーツ 交流（派遣.男子） . ... . (韓園) 

9月24日吐)〜10月3日胤 

第日回アジアビーチゲームズ . （ベトナム.ダナン） 


【大会】 . . . 

9月10日曲〜 

第41回日本リーグ . . .. （日本各地) 


HAND BALL CONTENTS Aug. Sep. 


我がハンドボール！ 子どもたちの未来に向けて 主将-河原畑祐子… 

蒲生晴明 • …"1 帯同報告嘉數陽か 


24 

25 


日韓定期戦2016 

面長-田口 隆 . 2 

選手団名簿 . 3 

男子統括•田中茂 

男子主将-甲斐昭人 . 4 

戦評 . "5 

第23回世界学生選手権 

選手団名簿 . -6 

団長■福地賢か . . . 7 

男子主粋-岡元竜生 

女子監督.楠本繁生.. .-8 

女子主将-大山真奈 ..*... 10 

戦評 . 11 

医事関連報告沖本信和 . 13 

第4回 U -22 東アジア選手権 

選手団名簿 . 14 

男子監督•所努 . 15 

男子主将-が木幸輝 . 16 

女子監督-石川浩和 

女子代表•林晚化 . 17 

戦評 . 18 

帯同報告田村格 . 19 

第20回女子ジュニア世界選手権 

選手団名簿 . ………*22 

監督•辻昇一 


戦評 . 26 

第36回全国クラブ選手権大会西地区大会 

総評上村英司/戦評 . 28 

男子優勝：フレッサ福岡監督.栗崎純一 . 29 

女子優勝：コスモスビッキーズ監督•阿部佳織 
第36回全国クラブ選手権大会中地区大会 

総評松本茂宏/戦評 . 30 

男子優勝： HC 同志社森賢太郎 . 31 

女子優勝：いろは主将•習田佳代 
第36回全国クラブ選手権大会東地区大会 

総評髙橋英明/戦評 . 32 

女子優勝：宮城ヶャッキーズ加藤乂美子 
第7回世界ビーチハンドボール選手權 . 33 


欧州便り：ドイツ-ライプツィヒで学んだ 

子どものためのハン ドボール 指導中山钞織 . 34 

寄稿：「ボラパゴス化」を脱せよ 

共同通信社運動部柄谷雅紀……36 


フリースロー：協会再構築への期待早川文司……38 

計報：太田耕治様ご逝ま . 39 

「日体協な認コーチ養成講習会専門科目講習会」 

の実施報告藤本元 . 40 

スコア'ール'ーム： 

第36回全国クラブ選手権西•中-東地区大会…42 
20万人会会員/9月の行事予定/もくじ . 44 


次号10月号(N0.562)は10月1日発行予定です。 
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国獻わ峽 If づレ連盟 

公す試を球 

IHF 0尸か1かを瑪£ BALL 



[3 号球]品番 H 3 X 5001 -BVV ¥8,400【本巧価ち） +ミ 肖 費 お 
に号城]品き H 2 X 5001 -BVV ¥8,200【本巧価巧） +ミ 肖ち巧 

国際公認球検定域人工巧ま繪いブル ー X ホワイトラテックスチューブ 


www.molten.co.jp 









YURIKA 



代表取締役青木理恵 


販売から賃貸管理まで卜 ー タルサポ ー ト 

私たち株式会社ユリカコーポレーシヨンは、お客様方へ不動産を 
用いたライフプランをご提案しております。 

自社ブランドである 『YURIKAROSEJ (ユリカ□ゼ）シリーズと 
は別に、社有物件『ユリカビル J が完成！ 

これも、日ごろか6皆様方のお力添えがあってこそです。 

今後も邁進してまいりまずので、どラぞよろしくお願し作女しまず。 

私達、株式会社ユリカコーポレーシヨンは 
女子八ンドボールを応援していまず!！ 

http://yurika-coJp/ 

株式会社 ユリ カコーポレーション 
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TEL : 03-3525-8986 / FAX : 03-529 日-8188 
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